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わが国のレクリエt－一・ション
ま　え　が　き
　この研究論文は，昭和36，37，38年度にわたり，人文科学研究所研究費により，　“わが国のレ
クリエーションに関する研究”というテーマで共同研究を行なった結果を総括したもので，7人の
共同研究老がそれぞれ分担執筆したものである。　　　・
　わが国においてレクリエーシ・ンについの研究が大いに進められ，また実際に力が入れられるよ
うになったのは戦後のことである。勿論，戦前においても研究はなされ，提唱されてはいたがただ
むやみに働けば良いという誤った勤労尊重の精神と，レクリエーションを遊びと考えて蔑視する風
潮とがその発展を阻害していた。
　戦後アメリカの教育関係老が来日した際，社会教育の一面としての，レクリエーション活動につ
t・て指導をし，それが進められて1947年に日本レクリエn一ション協議会が設立されて，初めて国
民大衆の中にレクリエーション活動が見られるようになったのである。
　それ以来，わが国の一般的なレクリエーション活動は発展を続けてきたが，同時にわが国産業の
異常なる発達と共に，企業体自身も従来員のためのレクリエーションに力を入れるようになり，施
設や行事の面で目立つものがあり，組織においても，福利課や厚生課等の仕事の比重が高まってき
た。しかしこれらの在り方の中には，真のレクリエーシ・ンの理念にそわない面もあり，検討を要
するものと考えられる。
　われわれの研究は，主として企業体におけるレクリエーションを中心に，現在のわが国のレクリ
エーシ・ンの実態を考察して，新しい方向を見出そうとして行なわれたものである。勿論，わが国
のレクリエーションの実態を充分につかむことは困難であり，まして不充分な調査調査をもとに理
論をすすめることは危険であろう。しかしわが国経済の異常なる発展に伴なって，レクリエt－一ショ
ンもどんどんその規模を大きくしている。ささやかなものであっても，研究の努力を続けることは
意義あるものと信じて，あえてまとめた次第である。
1．レクリエーションの概念
1・　レクリエーションの意義
　Recreationにはr6creationとreceationの二通りの読み方がある。前者は再創造または改造と
いう意味があり，後者は心身一新とか気晴らしの意味で，娯楽，慰安，休養，厚生運動または余暇
の善用というようにも解釈されている。これらはそれぞれレクリエーシ・ンの一面を表わしてはい
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るが，充分な説明とはならない。今日まで考えられた諸説について考察してみると次の如くであ
る。
（1）　エネルギー過剰説，準備説，遺伝説。
　これらは何れも，レクリエーシ・ンを子供遊びとする観点からなされた説で，一般に遊戯の定義
として知られている。たしかに子供の遊戯を説明するものとし一面の真理を示しているが，複雑な
現代社会に生ぎる成人レクリエーシ・ンを説明するものとしては不適確であろう。
（2）　自己表現説
　レクリエーションを自己表現であるとする説は広く認められており，この説によると，レクリエ
ーシ・ンは，自己の能力を最大限に発揮しようとし，活動的でありたいと思5結果の一つの活動形
式，すなわち自己表現の試みとされる。レクリエt’一一ションを通してこそ，人は物事をなしとげた
り，他の人々の仲間入りをしたり，新しいものを創り出すこと，人々の支持を得ること，自分を表
現することなどの要求の満足を得られるのであるとするものである。この説は現代の考え方ec近い
ものであって，人間はレクリエーション以外の，仕事や学問やその他の面においても自己を表現し
ようとするが，これらの場合は活動そのもの以外に報酬を求めることが多い。しかしレクリエーシ
ョンは，それ自体のために行なわれる自己表現の活動なのである。
（3）　娯楽説
　レクリエーションを娯楽と考える立場は，そのものが目的であって，個人的，社会的な高い目標
があるとは考えることができない。単に娯楽のみを追求するときには，それによる不利益や害悪を
受けることも考えられるからである。レクリエーションは一応は楽しみであって常に教育的目的が
伴なうことを必要条件とはしないが，不利益や害悪を伴なうことは許されない。娯楽に対する概念
が違ったものにならない限り，この説は不適当なものとしなければならない。
（4）　生活刷新説
　これは不合理な勤労過重を是正し，勤労条件を改善し，生活環境の整備や美化をなし，生活を明
朗化するにあるという説である。
　今日の社会において，入間は生活における勤労の一面のみを考え，勤労偏重の弊に陥っている。
従ってこれを改善する必要がある。勤労条件について考える場合も，勤労の一面のみにとらわれる
ことなく，生活の全面より見た勤労条件を定めることが必要である。即ち勤労の反面をも尊重し，
さらに進んでは，生活環境の整備，美化にまで及ばねばならない。このような根本的な生活刷新の
欲求に基づいて行なわれる人間活動が，即ちレクリエーションであるというのである。しかし生活
刷新という理念は，また非常に広いといわねばならず，生活刷新の一方向としてはレクリエーシヨ
ンがあり得るが，他に数多くの方向が考えられるのであるから，生活刷新即ちレクリエーションと
するのは適当ではない。
（5）　余暇善用説
　レクリエーションを余暇の善用というときには，活動自体の性質ではなく，むしろ活動の目的性
が問題になってくる。本来レクリエーシ。ンは，本務より解放された余暇（Leisure　time）を有意義
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に使う場合に用いられ，しかもその活動には楽しみを伴なうものである。余暇の使い方には，かえ
って人間を破壊し，堕落に導くようなものがあるが，またそれによって健康を増進し，教養を高め
人生を楽しく且つ豊かにすることもある。勿論レクリエーションは，建設的な後者の場合であっ
て，人生に何等かのプラスとなるものでなければならない。この説は，人間生活の弛緩の一面がレ
クリエーシ・ンであるという・レクリエー一シ・ンの人間生活における立場を明らかにするであろう
が，これではまだ充分とはいいがたい。
　その他各種の説があるが・これらを通じていえることは，多くの人々がレクリエーションは，精
神を向上させ，人格をみがき，技術を修得し，健康や身体の快適さを増し，働く人の生産力や士気
をあげ，またその他の望ましい目的を達するための手段だと思っているようである。またある人々
はレクリェーシ。ンは地域社会の問題の軽減ないし解決の一手段と考えている。事実レクリェーシ
。ンが，これらの目的や，その他個人的，社会的な望ましい目的をなしとげるための手段となり得
ることは，これまでに明らかにされている。しかしまた，これらがレクリエーションをやる第一の
理由でないことも明らかである。レクリェーシ・ンはそれ自体価値を持つものであり，その上に前
述のように個人的成長や地域社会の向上にも役立つことができるのである。
　レクリエージョン関係の機関や，レクリエーシ・ン指導の立場にある人達は，　「レクリエーショ
ン」という言葉を，社会的に許容できる，または個人的に利益のある活動だけに使いたがる。しか
しレクリエーションをそのような意味だけに限ることは間違いであることを，経験することによっ
て与えられるよろこび，幸福，満足などによって知らなけれ慮ならない。
　また別の立場から，レクリエーションは教育と異なり，元来目的や規律，努力をもたぬものであ
るとする考えがある。この考えはくつろぎまたは非活動と同じものであるが，しかしレクリエーシ
ョンの多くのものは，高度の精神統一，身体的努力，精神的勤勉などを含んでいる。ただ単に何も
しないということが，決してレクリエーションでないことを知らなければならない。
　以上の各説からレクリエーションを定義すると，やること自体のほかいかなる報酬をも意識的に
求めないでなされ，通常，余暇において行なわれ，人間にその身体的，精神的および創造的精力の
はけ口を与え，人間が外部からの強制によってではなく，内部からの要求によつて行なう活動であ
る。といえるであろう。この点で勤労とは反対の立場に立つが，同時に勤労と同等の価値を持つも
のといわなければならない。
　2．余暇（Leisure）
　オックスフォード英語辞典によると「レジャーとは，職業⊥，または生活の資を得るために働か
なければならぬ時間以外の自由な時問をいう。また，なんらなすことのないヒマな時間のこともい
うこともいうが，現在ではこの意味に使われることは，きわめてまれである。」とある。要するに，
拘束された時間以外の，自由に使いうる時間のことをいうのであって，拘束された時間とは労働者
の勤労時間・学生の勉学時間・主婦の家事に要する時間等が考えられる。これらの拘束時間を除い
た時問が余暇ということになるが，更に食事や睡眠，あるいは身仕度，排泄等も自己の生命の維持
や生活の基本として当然拘束時間として考えなければならない。
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　歴史の示すところでは，レジャーは支配者階級に与えられた特権であって，被支配者階級にはレ
ジャーは与えられていなかった。余暇が大衆のものとして考えられるようになったのは20世紀初
め，労働運動の方向が，勤労時間の短縮，即ち余暇時間の獲得に向けられた時に，はっきり表われ
たものと考えてよいであろう。資本家と労働者の争点としてあった余暇の問題が，双方の理解の下
に新らしい方向を見出すことができるならば，社会の幸福はこれにすぎるものがないであろう。し
かしわが国の現状は，未だこの段階にはほど遠い。余暇をいかに過ごすかの問題よりも，余暇の獲
得に全力を注がなければならない層が，相当厚いことをしらなければならない。
3．　レクリエーションの歴史
　（1）　アメリカのレクリエーション
　レクリエーション運動の発祥地はアメリカであるといわれる。即ち1634年ボストン公園が設立
され，1885年から1860年にかけては子供の遊び場としての数多くのプレーグランドが都市の発
達と共に創設されている。また1906年には，アメリカ，レクリエt－”シ。ン協会（National　Recre－
ation　and　Play　ground　Association）がワシントンに創立され，1907年シカゴで第1回アメリカ，
レクリエーシ。ン会議（National　Recreati。n　Congress）が開かれて以後，急激にいろいろの自発的
なレクリエーション機関が生まれた。やがてこれらの動きは，コミュニティ，センタームーベメン
トとして発展し，1927年には32州が学校をコミュニティ・センターとして使用することを法律
で決定した。このようにして学校はコミュニティの性格をもつ活動IC対して進んでその責任に当ろ
うとしている。
　また一方レクリエーションの発達と共に，指導者の養成も急速に進歩し，1920年には2145人
の専任指導者の他，7250人の時間給のリーダーを持ち，さらに1938年にはこれらの指導者によ
ってアメリカ，レクリエーション指導者連盟が組織された。また1926年にはアメリカ，レクリエ
ーシ・ン協会によってリーダーシップ訓練所が設けられ，1939年には55の大学でレクリエーシ
ョンの指導者を養成し，2000人の学生を擁して年々600人の学士を社会に送っている。そして今
や25，0QO人の専任職員が各機関で活躍しているといわれている。かくて1954年には20州にお
いてレクリエーションに関する法律を定めてこれが普及につとめ，各地区ごとに連絡協議会や教育
委員会，レクリエーション課，レクリエーション相談所，公園課などいろいろのレクリエP・ション
を担当する機関を設けて施設の整備とその利用に当っている。
　（2）　ヨーロッパ各国のレクリェーション
　ヨーロッパでは12世紀を中心として手工業が盛んであったが，18世紀の産業革命以来，資本
家は労働者の健康や勤労意欲の向上のために，いろいろ注意を払うようになった。特に第一次大戦
後，レクリエーションのために各種の施設やその運営機関を設けて奨励するようになったことか
ら，大衆勤労者もレクリエーションに関心を持つようになった。
　ドイツは全体主義やワンダーフォーゲル運動で有名であるが，特に勤労者のレクリエーシ。ン活
動を目標とした“Kraft　durch　Freude”（喜びを通しての力）の組織と活動は注目すべきものであ
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る。
　イギリスは，近代スポPtッの発祥地であり，スポーッとレクリエーシ。ンの一体化の最も進んで
いる国である。国家的にはC．C．P．R．（The　Central　Council　of　Physical　RecreatiQn）という社会体
育の統轄機関を設け，それが指導者の養成や，レクリエPtション施設の管理，運営等に当ってい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　その他ソ連，フランス，イタリー，スエー一デン，デンマークなど，各国それぞれ国家的なレクリ
ェーシ。ン機関を設けてその普及発展に努めている。
　（3）　わが国のレクリエーション
　わが国には古代から行なわれたと伝えられる相撲，けまり，犬追物，やぶさめ，柔術，剣術，弓
術，馬術等があ’る。しかしこれらは，それぞれ貴族階級や武士階級の行なったもので，庶民階級に
も普及したものとしては，芝居，寄席，能狂言，生花，茶の湯囲碁，将棋，書道，和歌，奏楽等
があげられる。また明治以降西欧文化の影響を受けて各種スポー一一一ツやダンス等も普及したが，いず
れも現在のレクリエーシ・ンの概念とは違ったもので，まえがぎに述べたように，レクリエ・一一一ショ
ンとしての活動は戦後からと考えてよい。1947年日本レクリエーション協議会の設立をみたが，
その年の第2回国民体育大会と同時に，全国レクリエーション大会を開催した。これを契機とし
て，わが国のレクリエーション活動は，ようやく国民のものとなり，この大会も年を追って盛んと
なり，日本のレクリエーション活動の発達に貢献するところが多かった。
4．　レクリエーションの必要性
古代からレクリエーシ・ンは，仕事や宗教等と同様人間生活の重要な一面であった。祭りや踊
り，音楽，ゲe－一“ムは常に密接な関係を持っていた。しかし最近は，その諸形式が前例を見ないほど
発展して来た。何故レクリエーシ・ンは急激な発展を見るようになったか。いろいろの立場から考
察を加えてその必要性を示してみよう。
　レクリエーションが人間の基本的な要求の一つであることは，歴史の上からうかがい知ることが
できる。そしてこれは人間の幸福追求の願望から始まったものであることもうかがい知ることがで
きるのである。ところが最近の社会的，産業的，経済的，政治的生活面に起こった急激な変化は，
レクリエーションの重要性を著しく高め，人々の生活に大きな影響を与えた。
　まずその最たるものは都市の発展である。都市が発展したために街路は混み合い，危険で遊べな
くなり，あき地には建物が立ち，今までレクリエーションのためにあった場所は，他の目的に使わ
れるようになった。人ロが農山村に分散していた過去に比べて，大都市に集中するようになった今
日，大衆のレクリエーションに対する要求に対して，場所，施設，指導等が必要とされることは明
らかである。
　地域社会の場合と同様，家庭における変化もレクリエーションの必要を高めることになった。家
庭器具の機械化や電化は家事のあり方に革命をもたらした。家事担当者に時間の余裕ができると共
に，他の家族特に勤労老の余暇の増加が見られ，これらの余暇をどのように過ごすかということに
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関心が持たれるようになって来た。勤労者の余暇の増大の原因としては，産業の専門分化やオート
メーション化，経済の上昇，技術的な進歩，交通機関の発達，人口の増加や女子の職業進出等が大
きな影響を与えたものと考えられる。
　レクリェーションの必要性は，その効果という面からも明らかにされよう。勿論レクリェーシ。
ンはそれ自体が目的であって，地域社会その他に対する貢献は，重要ではあるが副産物と考えられ
るべきである。
　レクリエーションは，身体の健康を高め，維持するのに役立つ。更には精神面の健康にも役立っ
ということは，今日多くの支持を得ている。
　レクリェーションは，人格の向上に役立つ。レクリエーション活動は，他の個人および社会的行
動の形式と同様，建設的にもなり得る。レクリエーションは，個人の諸性質を発展させるばかりで
なく，個人がその一員として深い影響を受けている社会に対する態度の成長をも強く左右する。正
しい指導の下では，人々は規則を遣守し，フェアプレーの精神，勇気，団体の福祉を個人的な自己
中心の利益に先行させ，団体競技の能力を養うことを学び，また貴重なリーダーシップの経験をす
ることもできるのである。
　レクリ＝一ションは犯罪防止に役立つ。健全なレクリエーシ・ンを行なうことは，入格をつくる
のに役立つので，レクリエーションは，明らかに犯罪や非行を予防する有力な手段であり，特に非
行少年問題の対策として重要視されている。
　レクリエーションは地域社会の結束に役立つ。現代生活における種々な力は，経済状態，社会的
地位，人種，主義，国籍，教育，あるいは文化的背景の差により，人々をしばしば対立的に区別し
ている。このような状態からは，仲間である人間に対する猜疑，不信，嫌悪，非協力等が生まれや
すい。レクリエーションは，それに参加したり，それをなしとげたりする喜びの中に，それらの差
別を忘れさせる共通の広場を与えてくれるものである。
5．　レクリエーションの内容，分類
　レクリエーションのうちに包括されるものは極めて多く，その範囲は漠然として多面的である。
これらを判りやすく分類することはむずかしいことであるが，便宜上いろいろの分類が行なわれて
いる。一般にゲーム，スポーツ，工作，あるいは自然研究活動といった型によって分類している。
これらの活動を，参加者の年令，性によって分けたり，どういう空間が必要とされるかによった
り，技能，費用，季節，メンバーのとる役割，あるいは組織形態などによって分けたりもするし，
屋内活動と戸外活動，個人的活動とグループ活動といった分け方もある。これらの分類法は，あく
まで便宜的なものであって，その内容を知るためにはむしろ一般的な項目によって分類する方がよ
いであろう。
　（1）　活動的なゲームとスポーツ
　かくれんぼや雪合戦等の一般的ゲーム。体操や卓球，テニスのような個人的ゲーム。野球やバス
ケットボールのようなチームゲーム。その他釣やボート等のスポーツがこれに当る。
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　（2）　社交的活動
　お祭り，パーティ・…，トランプ等がこれに当るであろう。
　（3）音　楽
　歌の会や器楽，鼓笛隊等の自分の活動や，音楽会やコンサート等の観賞がこれに当るであろう。
　（4）　美術・工作
　いろいろな工作や細工仕事，絵画や彫刻をすることと鑑賞等が考えられる。
　（5）　演劇，舞踊
　演劇や舞踊等を行なうことおよび演劇，舞踊，映画等の観賞がこれにあたる。
　（6）　自然および戸外の活動
　ハイキング，キャンプ，ドライブ，園芸，自然研究，旅行等が考えられる。
　（7）　文芸および読書等
　創作および読書等がこれにあたるであろう。
　（3）収　　集
　美術品や切手の収集等および蔵書等が考えられる。
　（9）奉仕活動
　スカウト運動や各種の奉仕活動がこれにあたるであろう。
　以上をもってすべてを表わすことはできないが，レクリエーシ・ンがいかに巾広く多岐にわたる
ものであるかは，知ることができるであろう。
　6．わが国レクリエーションの諸問題
　民主主義の根本には生存における独立性と，思考における自立性がなければならない。なお民主
主義にあっては個人的要求を尊重する。すらわち個人の生を豊かにすることが人間の主たる目的で
あるとすれば，それに必要な健康，幸福，満足ということが極めて重要なものとなってくる。ここ
にレクリエーションの必要性があり，これを最も尊重するアメリカでは，余暇の利用ということに
主眼点をおき，これを「余暇の善用」と呼んで最近のレクリエーション運動（Recreation　movement）
となっている。この運動は，一方では社会方面から呼びかけ，他方学校教育がこれに対して特に力
を入れているのである。余暇の利用すなわちレクリエーシ。ンは，単によろこばしい活動を求める
ことにつきるものではなく，デモクラシーの獲得という点から考えてみなければならない問題であ
る。
　わが国のデモクラシーの発達のためのレクリエーションを考えるには，数々の社会問題がある。
まず最も民主化されていないといわれる農村生活の合理化である。農村はその労働が季節的なかた
よりと，古い労働様式のために過労におち入りやすい。したがってレクリエーシ・ンをひろめる運
動の前に，そのようなものを受け入れることのできる生活様式と，態度をつくることが先決問題で
ある。第二に主婦や婦人のレクリエー一一ションについても，伝統的に男性が主婦や婦人を見ている限
り，絶対にこの問題は解決されないばかりでなく，男性が今のままでは，レクリエー一シ・ンなどは
婦人の苦労を増すばかりである。第三に休養日のレクリエーションに直接関係することであるが，
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農村では盆や正月には1週間や10日も遊び，忙がしい時には寸暇も休まず働きぬくということで
ある。これは農業労働の季節的関係によって影響されるものであるが，これでは毎日の生活の中に
明るい豊かな教養を身につけることもできないし，永続性のあるレクリエーシ・ンも発達すること
ができない。また日曜日に対する認識であるが，キリスト教国においては聖なる祈りの一日で，休
養と娯楽の日と考えてもよいのではなかろうか。わが国では日曜日は，ためておいた仕事をする日
としている。例えば学校においても，日曜日の学習を予定して月曜日に考査を実施するが如き，ま
ことにゆとりのない生活であり，レクリエーションの技術についても大いに欠けたところがある。
　わが国は資源に恵まれなかったために昔から努力的な働きが必要とされ，ことに封建時代には働
くことは説いても，正しく遊び教養を身につけることについては少しも教えていなかったのであ
る。二宮金次郎などの示した勤勉，努力，忍耐が，結局封建社会における尊い教えとされ，このた
め教養のない人が金を儲けて暇ができると，選ぶところは悪趣味におちいり，それで身をこわす
か，単なる上流者のまねごとをするに過ぎないのである。要するにこれは，自己に適したレクリエ
ーション活動の技術を持っていなかったためである。レクリエーションは単に疲れた身体に消極的
に慰めを与えるだけでは，その目的にかなったことにはならない。生活のエネルギーを何等かの形
で新しく，豊かに創り出すことでなければならない。そのため「’eはまず余暇を生み出す生活態度が
必要である。そし⊂仕事と余暇とのけじめをつけることが必要なのである。わが国の勤労大衆は勤
労に非常に長い時間を割き，それが重い負担となっている。このようにして生活のエネルギーの多
くを費消してしまって，残る時間に求める娯楽は慰安であって，積極的に何かを楽しむことより，
むしろ疲れた体と心を慰めてもらうこと，すなわち慰安が娯楽の主な部分となっている。このよう
な場合には，もっぱら自分が行動する（建設的レクリエーシ・ン）ことなく，受身の立場で慰めら
れる（受動的レクリエーシ・ン）にすぎない。このような受動的娯楽には商業的娯楽が多く，した
がって企業的な性格が多分にある。そのため次のような欠点が生まれている。第一に刺激的になり
易い。第二に逃避的傾向がある。第三に受身的であるから創造的なものが失なわれる。このような
商業的レクリエーシ。ン（Commercial　Recreation）1ま，一方においては社会的にも道徳的にも好ま
しくない人間をつくる可能性を持ち，健全正統なレクリエーションにまで望ましくない影響を与え
る可能性を持っている。この問題については，正しい方向にむけるためにも充分なる検討が必要と
される。
　最近における我々の調査および他のいろいろな調査からみると，わが国の企業体特に大企業が従
業員のレクリエーションに大いに力を入れていることが知られる。素晴らしい体育館やグランド，
温泉地の保養所等がどんどん建ち，一流劇場での観劇や，温泉旅行等の従業員サービスも盛んac行
なわれている。政府や地方自治体のレクリエーシ・ン施策が，かけ声ぽかりで，さっぱり実質のな
いのに比べて，驚く外ない現状である。しかしこれらの施設が従業員の一部に占領されたり，外部
への貸し出しばかりしていて，従業員全体のレクリエーションと結びつかない実態や，これの施設
を充分利用するだけの余暇を与えない残業制度，更にはもっと根本的な低賃金等の問題が解決され
なければならないであろう。
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　以上のごとき諸問題は，ただ狭い範囲だけの方策をたてるだけでは解決しない。個々の問題につ
いて研究すると共に，それらすべてに通ずる理念の確立と，全体的な方策をたてることが必要であ
ることを痛感するものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐　藤　　　隆）
II．レクリエーションの法的関係について
1．　序 文
　近年わが国におけるレクリェーション活動は，その活動の合目的性の批判はさしおいて，国民大
衆の社会生活の一翼として，その多様性と複雑性を増大しつつも，国民の積極的な自主活動として
の意識化を根底に日常生活様式に深く根をおろしつつある。その活動様式が国民各人の欲求の指向
にもとづき，その人の趣味，経済的基盤年令等の生活要件あるいはその人の属する職場地域社会等
の市民的社会環境により，あるいはその人々の人生観による生活態度等により，各人それぞれ異に
するため，その種類内容は広範に亘り，その機能性は日毎に高揚されてきている。しかしながら反
面この隆盛の中には多くの問題視されるべき課題が惹起しつつあるように思われる。本来は国民大
衆総てが純粋に自己の生活を豊かにする手段であるべきレクリエーシ・ン活動が種々の客観的要件
に左右され，レクリエーション活動によりもたらされるべき恩恵に社会階層的歪みが顕著にあらわ
れ，更に個人的には資本主義社会の高度化に起因する産業構造の急速なる変化による生産手段の機
械や生活様式の自動化による自然的生活の喪失からの単なる逃避的手段として，レクリエーシ・ン
と称して余暇を利用する傾向がみられる。レクリエーシ。ン活動は現代社会において文明社会のも
たらす人間性の喪失の回復のための，そして欲求不満の解消のための手段として，客観的要因に支
配される消極的受動的生活態度の一様式としてのみにその値が存在するのであろうか。
　かかる余暇時間の消極的受動的利用の観念を脱皮し，更に前進的にレクリエーシ・ンの本質を認
識し，人間らしき生活への確立を目標として人間本能的な自主的レクリエーシ・ン活動としての理
想像に国民の意識を啓蒙し，育成されるべき社会的必要性がある。従って，レクリエーション活動
の純粋化はその本能的活動としてのみに焦点をしぼれば人類の原始社会への復帰を意味するかもし
れない。ひるがえって，現代社会特に戦後のわが国は民主主義革命のもと国民主権の確立，基本的
人権の尊重等の個人主義思想の普及徹底化と，恒久化は国民をして自己の生命，生活の尊厳性を覚
醒せしめるようになった。一方社会国家の一構成員としての国民各自は近代社会文明の急速なる発
展に基づぎ一（資本主義経済体制の高度化がもたらす社会的矛盾の存在の意識の中にも）労働者
の労働時間の短縮の進歩的動向とならんで，生活様式の合理化は次第に国民の余暇時間を漸増せし
める趨勢にある。しかしながらこの思想としての人間性の確立の主体性と生活環境の急激なる変化
という客観的要素は余暇利用の最も重要なる価値観を決定づける相関関係が成立する。即ち余暇の
利用が人々の理性良識をまたずして放任されると人々をして射倖的要素や性的刺激の強い消費に向
わせ，不健全な商業娯楽に没入せしめる必然性が生じる。その結果人々は自らが文明の虜となり，
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幸福と文化のかわりに，逆効果的に不健康と頽廃をもたらし，人間性の喪失と社会の退廃に拍車を
かける危険におちいる可能性がある。ここにおいて人々が現代社会におけるレクリエーシ・ンの意
義を確認して，その目的意識を思想的根底にしてその実践行動を通じて積極的に自己の生活を豊か
にし，幸福追求のための手段としてレクリエーション活動を善用するような主体性ある態度を確立
するよう育成する必要がある。この課題を検討する上において，最も国民生活に関係ある法的観点
より探究することは，レクリエーシ・ン活動の国民的影響を考慮する上において，その意義はきわ
めて大きいと確信する。外来余暇活動は人々個人の意志欲求の放出口として，自由放任的な性質の
人的行為として理解されがちで近代国家の法概念よりすれば，むしろ余暇活動への法の積極的介入
は，人々の自由主義的個人主義的国民生活への国家権力の干渉の形式をとる危険性が含まれ，時と
して法が権力者の権力的支配の道具と化し，法が民衆を合法的仮面の下で操る手段となり国民の自
由意志が等閑に附され，レクリエーシ・ン活動としての余暇活動は基本的に反自主的強制的性格を
おびた非人間的活動に転化される恐れがある。従ってここでは法と国民の法的関係を国民の国家に
対する積極的，消極的受益関係としてとらえてこそレクリエーシ・ン活動は法の対象として論ずる
意義があると思われる。
　法の対象として考察の中心であるレクリエーションの本質を論じ究明しなければならない。
2．法の対象としてのレクリエーションの本質
　レクリエーション活動は，人自ら生来的にその欲求のおもむくままに自己の存在を確認する行動
として，その淵源を原始社会の人々の自由奔放な態度にその共通性が見出される。レクリエーシ・
ンの語意は人々が仕事から開放された後にスポーツや娯楽等による心身の疲労の回復を図ることと
いわれているが，その本質に関する説は種々様々である。ジョン・H・フィンレイは「遊びのあら
ゆる面に加うるに遊びとは考えられない人生を豊かならしめる創造的活動である」と述べている
が，これはレクリエーシ・ンを客観的にその内容のみを重視した説であり，あるいは自己表現説に
よれば「すべての経験の中に人々が求めているもの，それは行為をなすこと，何かやること，機能
すること従って自己の技能や器官を最大限に使おうとし，活動的でありたいと思う結果の一つの活
動形式が，自己の試みであり人間はそこに喜びを感じるのである」と人間の自己存在の確認に基づ
く人間性の本質より導き出している。その他動物的精力の表現」を解くエネルギー過剰説，気晴ら
しや怒りのはけ口とみる浄化説等人間の生理的，心理的観察に重き・をおいた説があり，その本質の
追求はその視点の指向により種々の表現がなされている。何れが妥当な説であると一概に結論づけ
ることは困難であろう。しかしジェームス・S・プラントはかなり多面的に且つ人間性に立脚しfc
説を述べている。すなわち人は内部からの衝動以外の何の強制もなしに，それを欲し，選び行なう
という生得的基本的欲求に由来する意慾がある。そのため，その欲求に基因し，欲求の発動形体と
しての活動がもたらす欲求の充足がみられる。それによって欲求満足が得られ，特にそれらの活動
が人々にもたらす満足から生ずる態度が重要である。すなわち，レクリエーションの基本的特徴
は，その活動自体が目的であり，目的と手殺の完全一一・致性であり，その活動自体の中に価値をみい
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だすことである。これは原始社会における生活の手段として発展進化した現代スポーツ論とその本
質は同一性を有することは近代レクリエーションの種目の一つにスポーツが重要な地位を確保する
所以である。
　このジェームス・S・プラントの論旨は，人間の心理学的特に性格論的観察を基礎にした人間の
活動の衝動性に眼目をおいていることは最もレクリエーシ・ンの性質の焦点を述べていると思われ
る。人は全て生まれながらにして欲求をもつ，いわゆるアリストテレスの言う社会的動物で全ての
人間行為は欲求に支配されしかもその欲求の無限性は個人自身のみならず，社会活動に活気をあた
えその向上に大いに貢献している。しかしながら，人問の基本的欲求である生理的欲求（食欲行動
欲等）人格的欲求（精神面）はその満たされざるときは欲求不満となって種々の反応（例えば怒る，
憎む，恐れる等）がみられ，個人的には自己存在確認の否定となってあらわれ，不安定な生活条件
に置かれることになり，その結果その個人の性格形成に好ましからざる悪影響をもたらす。また社
会的にも日常共同生活の安定と秩序に少なからざる害悪をおよぼすようになるであろう。少なくと
もレクリエーシ・ンは人間の性格，本質論にその必要性の論拠のウエイトがおかれるべぎである。
すなわち，欲求不満の解消手段として，また旺盛なる人間のエネルギーを発散せしめるために，そ
の方法論としてレクリエーシ・のン個人的社会的価値がある。ジェラルドはレクリエーションを次
の如く述べている。　「余暇活動がレクi）エーションたるには道徳的に健全で，精神的身体的向上を
もたらし，他人の権利を尊重し，自発的な動機に基づき，喜びと完成の気分とを与えるものでなけ
ればならない」と述べ，前述の人間本能論的な説に，更に個人の社会性と教育性を強調し，現実的
にその論旨を展開している。この説はネルソン・N・ブートの述べる「ある種のレクリエーシ・ン
は，それをやる人の最良の発達に影響力をもち，ある種のものは影響力をもたずまたある種のもの
は実際に有害であるということは，もっともなことである」という，個人の自由放任性のみにとら
われた客観性に乏しき説とは対象的である。
　以上の如く，レクリエーションの本質論は∫その観察の方向により，種々の観点より様々な説明
が行なわれているが，レクリエーシ・ンの基本的要素はあくまで個人の幸福追求を大前提としてそ
の手段として余暇を自主的に善用することである。人生の幸福論についても人々の主観により，多
くの異論も存在するであろう。エドワード・グレイは幸福の条件として次の如く述べている。第一
要件は自己の生活の規準となる思想をもつこと。第二要件は良き家族と友人をもっこと。第三要件
は意義のある仕事をすること。第四要件として余暇をもちそれを利用することである。と，勿論こ
れらの条件の客観的条件として健康や経済生活等の安定が幸福感を支配する基本条件であることは
当然である。この幸福論においても余暇の利用が幸福追求の必要条件の一要素であるとしているこ
とはレクリエーションの本質を究明する上に重要な論理上の構成要素をなすと同時に，その法理論
的究明の前提たるその理念を理解する上に大きな鍵となると思われる。要は余暇の利用に関しても
レクリエーション活動たらしめる理論的根拠は，その余暇の善用であり特に経済的利害に直接関与
せず，その善用の結果として個人の身体上精神上健康の維持，増進あるいは回復を図り・しかも，
その行動は個人の意志の発動であり，その行動の主体性の堅持が必然的に各人に満ち足りたる幸福
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感を体得せしめるような活動でなければならない。しいてレクリエーシ・ンの本質に関与する要素
をあげるならば，余暇の確保の下，自然発生的な人間の本能に基づく活動であり，その根本的態度
としてはその活動の個人的自主的意志にその動機づけがなければならない。したがって，レクリェ
ーションをその本質論より定義づけるならば，「その行動自体が人間に直接にもたらす個人的楽し
みゃ，満足のゆえに個人が自由に行なうあらゆる経験活動の形式」であるとその結果身体的精神的
に精力を再創造することが可能となり，生活環境が整備美化され，各人の自己表現の力が解放され
豊かな生活が期待されるのである。
3．　レクリエーションの法的考察について
　レクリェーシ。ン活動が国民大衆の日常生活の中において，その活動の実態の評価はともかく
も，自然法的個人の尊重の基礎理念の普及徹底に依り，個入主義自由主義思想に導びかれたる大衆
の幸福追求への欲求はエネルギッシュな国民的思潮となって国民生活の精神的基盤を造り出してい
る。一方現実の社会生活の中における各人は，その主体性の確立を願望しつつも高度に発展した資
本主義経済体制に起因する物質文明の渦中に翻弄され，更に産業の専門化や，機械化や都市の発展
は人々をして日常生活においての主体的地位を撹乱し，その客体化の傾向が顕著になってきてい
る。この現象は人間の精神身体医学的見地より人心の安定を妨げ，一方における経済面における所
得格差の増大と共に大きな社会問題として注目されるべきである。
　他面かかる種々の社会的歪みを内包しつつも，労働者の地位の向上にともなう労働時間の短縮へ
の傾向，家庭生活の合理化への努力による婦人の家庭よりの開放更に国民の禁欲倫理からの開放等
により余暇時間は増大し，国民生活理念にも変革がもたらされている。このように国民の思想の民
主化，社会生活における人間喪失の傾向，その因果関係における相対的現象としての余暇時間の増
大は，国民をして自発的な余暇活動への意慾に必然的に拍車をかける。かかるレクリェーシ。ンの
発展を促す当為的条件の整備に拘らず，現実の国民の余暇活動の実態は各人の経済的条件に左右さ
れ，その所得差により内容，質ともに格差が生じ，千差万別で一般大衆の余暇利用への欲求は，そ
の個人の経済的基盤の不足施設等の非大衆化レクリエーション行政の未熟国民のレクリエーション
活動の目的意識の欠除等によりレクリエーション活動への健全化，大衆化が阻害されているようで
特に貧困層のレクリエーション活動は全く無視されている。
　自由平等を政治理念とする自然法的法理論に導かれた民主々義国家においては，法の本質より，
国民の自由意志に基づく自主的行為であるレクリェーション活動への介入は，むしろ国家権力の自
由への侵害を意味する懸念が生ずるであろう。しかしながら前述の如き現実の社会環境の下で生存
し主権の主体である国民はその人間らしき生活を回復することを国家へ要求する国民的権利として
認識する法理論的可能性は存在しないだろうか。
　ここにレクリエーションの本質概念を把握すると同時に国民大衆のH常生活における余暇時間の
善用への切望社会生活の急速なる変革に由来する人間性の喪失を回復する人々の努力等の客観条件
に充足されたレクリエーションの法的基盤を探究することは廿世紀法概念を更に前進せしめるとい
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う法的意義においても価値の存在が認められるべきである。
　しからば，レクリエーシ。ン活動が現代社会で法的実定上規定されるにはいかなる根拠に基づ
き，またレクリエーション活動が法の対象として認められるべき条件をそなえているかはたまた権
利意識にまで止揚することができるかどうか。しからばいかなる権利として認められるべきかを次
に論じなければならない。国家成立の歴史的考察より原始時代においては各人がその意志のままに
自由奔放な生活の中に最も純粋な自由が存在したであろう。しかしながら現代廿世紀の社会では団
体的結合として国家を形成し，個人はその一構成員として自己の生活を営み国家における政治経済
文化の高度化と複雑化にともないその社会機構の中で国民はその社会的統制の下におかれ社会的秩
序の維持のため他との調和すなわち，そこに各人は個人主義と団体主義と文化主義の調和の中にて
独立の生活を維持し且つ反面自己を規制しなければならない。その基準となるものは道徳宗教経済
文化等をその理念とする法規範である。個人はこの環境の中で自己の幸福を追求しなければならな
い。幸福の追求は人類の普遍的恒久的な生存価値であり近代法治主義は市民的な自由と権利，　（自
由権）を立法権をもって保障し，自由権的基権をもって幸福追求への道をひらいているが如き感が
あるが資本主義社会の発展は経済的社会的に幾多の矛盾を発生せしめ，人間共同生活の普遍的な秩
序の原理である人間をすべて人間らしく取りあつかうという平等の原理は無視されがちで種々の社
会問題を提起しつつある。そもそも法の理念は正義の実現にある。ギリシャ哲学者によれば正義は
「すべての者に自己のものをあたえる恒久的にして継続的な目的である。かくして正義は人間相互
の公正さと正しい行動の原理である」とまたウルピアヌスは正義を「各人にかれの権利を頒ち与え
ようとする恒常不断の意志」であると説き，アリストテレスは正義は平等であることであり，更に
彼は人間の価値に応じ精神上物質上の配分すなわち「配分的正義」と人によって差別を設けず全く
均等に報償を行なうを正しいとする「平均的正義」の二種類に正義を分類して説明している。いず
れにしても正義の本質は平等にあると述べているのである。ラードブルッフは正義を「人間の理想
的関係」であると定義しその理想関係は法とよばれる高度に特殊化した社会統制を通じて実現され
維持されるものである」と述べてその理想の関係とは平等によってもたらされる関係であろう。
　以上の論旨より現代における法の理念である正義とは一方では我々が一定の時代，一定の場所に
おいて認めるとおりの文明生活にともなうもろもろの期待を尊重することであり，他方万人が充分
にして平等な社会的経済的生活を営みうるような一つの社会での生活にともなう期待を尊重するこ
とであるといえるであろう。このようなことをパウンドは社会学的法学の立場から各自の正当な期
待を万人にあたえる体制がえられることを正義であると定義づけこの論旨より法にしたがって権利
を確立し，決定する体制という論理を展開した。かかる法における正義の理念は自由権的思想の高
次化を意味する。今や資本主義の高度の発達にともない形式的自由と平等がかえって実質的自由と
平等を阻害する現実に対して20世紀以後の諸憲法においては国家の積極的関与によって社会的視
野から一方の自由を制限し他方において実質的な平等を実現しようとする新しい社会的権利を認め
ざるをえなくなった。ここにおいて自由権と社会権の相互の対立がみられるのである。かかる自然
法的自由権から20世紀的社会権への権利意識の発展はレクリエーシ・ン活動に関する法理論の根
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底をなすものである。先にも述べたる如く法の普遍理念の目的とするものはすべての人間の人間ら
しい生活を保障するものである。人間らしい生活とはその当事者がいだく幸福感にも　あらわれる
べきであり，という主観的な見地としかもそれは時代の社会生活の発展の中において他人との関係
における客観的要素において評価される。20世紀の人間開放への歴史的事実は幸福の条件として
人々は何ものにも強制されず拘束をうけない人間性の本質に基づく自由の時間を欲求し，自己自身
の生活を確立することを希望してやまない。すなわち余暇活動を行なうことは世紀人類共通の幸福
の要素であり，人間らしき生活のバロメーターの条件であろう。しかも前述ぜる如く現実の社会に
おける余暇の獲得に関しても当然万人に平等にその機会が与えらるべきに拘らず貧富の差により格
差が生じますます広がりつつある。ブイヒテは理性国家の構想の中にすべての人々に人間らしい生
活を保障することは国家の任務であるとし，人間らしい生活は一方では社会のためにする勤労の義
務であり他方では社会よりする生活の保障をうけることである」と述べているように当然すべての
人は平等に幸福の要素としての余暇の獲得を国家に要求する権利が認められるべきであろう。この
思想的根拠は現代社会における矛盾の解決策として経済的平等の理念を重視した現行実定法の解釈
論を一段と高次化せしめ，文化的平等へ発展せしめ，実定法秩序の目的とする文化国家への前進を
基礎づける文化的平等権を社会権的権利とし認めることにある。すなわちプログラム的な実定法上
の規定の理想への一歩前進を意味する。この理論的合理性はすべての人が特に貧困階層の人々が文
化的健康的な生活を営み得るための客観条件の整備を国民がみつからの利益のために，国家に対し
て積極的請求権が与えられた地位にもとつく社会権的性質に基づくものである。
　ひるがえってレクリエーションの本質が現代社会生活において，各人が，自己自身の時間を保有
し，その余暇をして人間性の回復と，心身の健康の維持増進に効果あらしめるぺき自主的活動であ
ると理解するとき，余暇の獲得利用の自由を国家権力から奪うという自由権的な消極的態度ではな
く，現在の社会の機構の複雑性の中に生活する国民の余暇の善用は国民生活において勤労による経
済生活の維持と共に，心身の調和を図り生命の安全を確保する上において絶対不可欠の要件であ
る。従って現行憲法が経済的弱者を国家の義務と責任において人間らしい生活の享受を保障してい
る以上国家は国民に対して（特に経済的弱者）健康で文化的生活に参画せしめるためレクリエPtシ
ョン活動への機会と，施設を提供する義務と責任があると同時に，レクリエーシ・ンにに対する国
民の認識を啓蒙する義務がある。すなわち国家は積極的に可能な限り公共的な配慮と責任におい
て，すべての国民の生存を保障するための諸条件を提供しなければならないという政治的道徳的な
義務を負うということは明らかである。レクリエーションはその目的とするところが戦後の社会的
情勢の変化や複雑化の中で生活を営む国民をして余暇を取得せしめ，その自主的利用にもとづき人
間らしい生活を営むことであれば，レクリエーシ。ンは現在法規範がその普遍的法の理念を実現す
る方向として経済的不正義の是正を促進すると共に，更に健康で文化的生活いわゆる近代文化国家
の国民にふさわしい生活を保障する実質的手段として国家の法規範の対象たる基本的性格を有する
というべきである。
　以上の論理よりレクリエーションの法律上の地位は，19世紀的自由権より社会国家への前進を
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意味する社会権的基本権として把えられるべきであり，かくしてこそ現実の社会生活における国民
共同の秩序を安定すると共に法の理念とする正義を実現せしめられる。
4．　レクリエーションに関する実定法について
　前述したレクリエーションの法律上の概念より，実定法上の規定におけるその関係法についてレ
クリエーション的視野において考察を試みる。
　第一次第二次世界大戦による人類の戦争の悲惨な体験より世界人類の平和への切望と，その意志
の組織体である国際連盟は1948年総会において人権に関する世界宣言を採択した。その前文に「
人類社会のすべての構成員の固有の尊厳と平等で譲ることのでぎない権利との承認は，世界におけ
る自由，正義およぶ平和の基礎をなしているので，…………更に広大な自由の中で社会的進歩と生
活水準向上とを促進することを決意したので，……世界的で且つ有効な承認と遵守とを国内的なら
び国際的な進歩的の措置によって確保することに努力するようにすべての人民とすべての国とが達
成すべき共通の基準としてこの人権宣言を布告する。」と述べ，廿世紀以後の世界人類がこの宣言
の主旨を理解し，入類の永久平和を確立するため，世界すべての国が人類普遍の自由平等の理念を
基礎に，進歩的な施策をもって努力すべきことをうたっている。更に第一条では，自由と平等の精
神をとき，人類の幸福追求の基本的条件をかかげ，特に第廿二条では「自己の尊厳と自己の人格の
自由な発展とに欠くことのできない経済的社会的および文化的権利を実現する権利を有する」と，
第廿四条では「人はすべて労働時間の合理的な制限と定期的な有給休暇とを含むところの休息およ
び余暇をもつ権利を有する」と，更に第廿五条では「人はすべて自己および家族の健康と福祉のた
め…必要な社会厚生施設を含むところの充分な生活水準を保持する権利を有し」と，また第廿七条
は「人はすべて自由に社会の文化生活に参加し，芸術を鑑賞し……」と。これらの条項はレクリエ
ーション活動への国民の平等にして自由な参加を積極的な国家に対する国民の権利として認め，文
化国家社会国家としてこの国家類型を近代国家の絶対的恒久的性格としている。従ってこれらの規
定は，レクリエーションの法的地位を国内法にもとめる場合の理念的論理の思想的背景をなす。
　国内実定法上のレクリエー一シ。ン関係法は，未だ国民のレクリエ・・一一・ションの社会生活における価
値認識の不足による権利意識の未成熟，国民の生活感に未だ残津をとどめる前近代的思想更に戦後
より国民生活の安定施策が専ら経済的分野にのみ指向された結果，レクリエーション法としての体
系化は全く等閑に附されている（近年やっとスポーツ振興法が単独立法化されたが）。しかしなが
ら，将来への国家のレクリエーシ。ン関係の法体系の確立を期待しここに種々の現行実定法の中よ
りレクリエーションに関連する法を述べる。
（イ）　憲　　　　法
　三項においてレクリエー一シ・ンを現実的基盤において社会権基本権として認識したのであるが，
しからば現行憲法規定上その法的論拠が存在するであろうか。
　現行憲法は第十三条において「すべての国民は個人として尊重される。生命，自由および幸福追
求に対する国民の権利については，公共の福祉に反しない限り，立法その他の国政の上で，最大の
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尊重を必要とする。」ことを宣言している。国民すべては生命，自由および幸福追求の権利を有し，
公共の福祉に反しない限り，その権利は立法行政権等をもってしても制限できないとして保障して
いる。幸福追求の権利は国民の独立した基本的権利として公共の福祉に反しない限り憲法上認めて
いる。しかるに現実社会におけるレクリエーシ。ンの地位は国民の幸福増進の必要にして普遍的な
一要素として国民の生活意識の中に定着している。それ故にレクリエーシ・ン活動を実行する権利
は，国民平等に存在すると共にその権利の行に対して国家は最大の尊重を必要とする。
　更に憲法廿五条は「すべての国民は，健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」と規
定している。憲法13条で国民は等しく幸福を追求する権利の保有を規定し，現実の社会の実態を
直視したその論理的帰結として，すべての国民はレクリエーション活動を行なう権利を保有する。
　しかるに単なる自由権的基本権の保障方式は社会の現実においては，多数の国民にとっては不幸
の自由に帰着する。かくして，国家からの消極的な幸福の保障ではなく，積極的な国家による幸福
の保障がされなければならない。この条項では健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を保障し
ているが，この意味するものは人間らしい生活の保障である。従って国家は社会的立法乃至行政を
もってすべての国民の生活の安定と幸福の増進を図るため自由国家から社会国家への高次転位形態
をとる必要がある。
　つまり国民の健康と文化的生活を確立する社会的一手段はレクリエーション活動へすべての国民
が参加をすることを意味し，国家がすべての国民に余暇を与え，自主的活動を行ない5る社会的背
景を提供する義務があることを意味する。言いかえれば，市民的近代法における国民の国家に対す
る地位が消極的地位より積極的地位への向上より，更に資本主義社会機構の発展過程において提起
される人間性喪失への傾向は，自由主義法治主義の中に生活を営む国民のすべてが当面する必然的
社会的結果であり，国家は国民の人間性を回復するため，国家みずから積極的立法的行政的施策を
講ずる必要に迫られている。すなわち25条は健康で文化的な最低限度の生活を営むことを国家に
よって保障されるべきことを，国民の国家に対する請求する権利として規定し健康で文化的である
ことはとりもなおさず，レクリエーシ・ンの本質である国民すべてが余暇を善用し，人間性の回復
を図ることと同質性を有し，必然的にレクリエーシ。ン権は国民の国家に対する社会権的基本権の
一つとして認められているというべきである。
　憲法廿六条の第一項の教育を受ける権利は，憲法廿五条における生存権の規定の文化的要素に関
する社会的基本権の一つであるが，レクリエーシ。ン活動は国民の文化生活と同意義に解するなれ
ば，26条一項の規定は国民のレクリエーシ・ンによる人間らしき生活の確立維持を支える国民の
自意識と良識と能力を憲法一四条の法の下の平等の主旨のもとに養成されるべき教育面の発現であ
ろう。これの具体的内容としての法律である教育基本法は第一条教育の目的の中で，人格の完成を
目標として，自主的精神に充ちた心身ともに健康な国民の養成を期すべきであるとのべ，教育によ
ってレクリエーシ・ンの本質的必要要件である国民の余暇活動に対する自主性の養成と余暇善用の
ための国民の基礎的能力を酒養することをも意味していると解される。レクリエーシ。活動の正し
き認識と態度を国民に対して教育することも基本法の目的であると理解すれば，教育によりレクリ
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エーションは価値づけられるという因果関係にある。教育基本法第7条において社会教育の規定を
設けているが，家庭勤労の場所その他社会において行なわれる教育の意義は学校教育においてのみ
ならず国民生活の広汎な領域に亘り，永続的に実施されるぺきであると同時に，それは国と地方公
共団体の責任において実施されると規定し第二項ではその場として図書館博物館公民館等の施設学
校の施設の利用，その他適当な方法によって教育の目的の実現に努めなければならないとしている
が，レクリエーションが教育の効果としての態様なれば，これらはレクリエーションの施設に関す
る国および地方公共団体の責任をも含めた規定である。更に社会教育法の第三条は教育基本法の第
二条に対応するもので「集会の開催，資料の作成，頒布その他の方法」と規定している。
　憲法廿七条勤労者権二項では就業時間休息その他の勤労条件に関する基準は，法律で定めると規
定しその具体的内容として労働基準法を定めた。第一条の労働条件の原則として「労働条件は，労
働者が人たるに値する生活を営むための必要を充たすべきものでなければならない」としてその原
則に従って第帯二条において労働時間を制限し，第冊四条で休憩時問の規定を設け特に三項では使
用者は休憩時間を自由に利用させなければならないとして余暇の自主的利用をうたい，第桁五条で
は毎週最低一回の休日の必要を規定し，第ff九条では年次有給休暇を規定しているが，これは勤労
者の人間らしい生活を確保するための余暇の必要を法律上認めたものである。またこれに準ずる法
として国家公務員法および地方公務員法が存在する。
（ロ）　地方自治法
　レクリエーション活動は，国民個々の日常生活に密接した行為であるためその施策は，国は勿論
のことであるが地方分権主義による地方自治の原則に則り地方公共団体が住民の安全，健康および
福祉を保持し，公園，運動場，広場，体育館博物館公民館図書館美術館等の設置，若しくは管理
し，またはこれらを使用する権利を規制する地方自治法はレクリエーション活動の実態に直接介入
する関連法規である。
（ハ）　スポーツ振興法
　戦後レクリエーション関係法として単独立法として（社会教育法の進展として特別法としての地
位）設立をみたことは，今後のレクリエーシ・ンの発展とその体系化に一歩近づいたものである。
この法律は，その対象をしてスポーツに求めているが，けだし国民のレクリエーションへの活動意
志は大部分スポーツに指向されているからに外ならない。
　本法に関する論説は次回に譲ることにするが，この法の規定は，国民の自主的積極的なスポーツ
の参加を国および地方公共団体がその諸条件の整備の施策の基本を明らかにしている。
　前記のレクリエーションの中核的実定法の外に附随的法律は次のようである。
一，学校教育法　　一，文部省設置法　　一文部省組織令，文部省設置法施行規則　　一，地方教
育行政の組織および運営に関する法律　　一，児童福祉法　　一，国立競技場法　　一，都市計画
法　　一，都市公園法　　一，自然公園法　　一，図書館法　　一，博物館法　　一，　「学校施設
の利用」に関する法律
一17一
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5．　結 び
　以上の諸実定法がレクリエーションに関する法律規定であるがスポーツ振興法以外の単独法は現
在存在しない。ゆえに社会の現実を背景ととした国民のレクリエーション活動の必要性とレクリエ
ーションの社会的価値を把握し正しき余暇活動に国民を参加せしめる啓蒙を実施し文化国家の人間
らしき生活を体得せしめるべく早急に自由権より社会権的基本権としてレクリエP・ションの権利を
解釈し特別法としてのレクリエーシ。ン法の成立と法体系化が望まれる。　　（峯重新二郎）
III．わが国における国民のレクリェーション活動
　わが国における国民個人のレクリエーション活動は年々盛んになってきている。38年度の厚生
白書によれば一近年国民の個人所得は堅実に伸びてきており，消費水準はますます向上し，労働
時間の短縮，家事労働の軽減等による生活のゆとりも増大し，加えて，社会生活の緊張の緩和が強
く要望されるようになり，家庭生活，社会生活におけるレクリエーションの必要はきわめて増大し
てきている。ことに国民の消費支出嫁増大し，その内容的な面でも大きく向上していることは，い
わゆる消費革命とか生活革新とかいわれているのであるが，その中でも教養娯楽費を中心とするレ
ジャー消費は著しく上昇してぎている。経済企画庁の消費者動向予測調査（38年上期）によれば，
都市における一泊以上の旅行実績は年々増加し過去一年間では慰安観光旅行をした世帯は，都市で
は60．2％農村では54．6％，その年平均回数は，それぞれ3．0回，2．2回となっている。また片
道2．5km以上の日帰り旅行をした世帯については，都市世帯44．2％農村51。5％，その平均回
数はそれぞれ3．2回2．5回である。と述べている。
　また，この余暇時間の増大について国民生活白書（38年）で次のように述べている。
　便利な耐久消費財の普及，流体燃料消費の増大，インスタント食品の増加あるいはセータe－一一など
完成衣料品の家庭への進出などは家事労働を軽減した。
　また技術革新にともなう経済力の拡充につれて，勤労者の労働時間が次第に短縮されつつある。
いま生活時間を，食事，睡眠などの生理的必要時間，労働時間およびその他の自由な余暇時間の三
者に分類すると，生理的必要時間を一定として労働時間の短縮は余暇時間の増大を意味する。この
関係を戦前と戦後についてみると，戦前（昭和16年）の余暇時間は職員が4時間前後とかなり長
く，労働者はやや短かく農業従事者はさらに一段と短かかった。これに対して戦後は（昭和35年〉
労務者，農業従事者の余暇時間は平均して5時間前後に達し，戦前より50％以上も長くなった。
また職業別の差が著しく少なくなり，平準化傾向が進んでいるのが特徴である。
　なお余暇時間の使い方を35年と37年とについて比較してみると，テレビの普及などの影響で
ごろ寝などの休息がふえたのと，家庭外での娯楽がふえたのが目立っている。この家庭外での娯楽
を，さらに旅行ec行くとか，スポーツするとかいうような能動的なレジャー活動と，映画や野球を
みるというような受動的なレジャP一活動に分けてみると，増加の著しいのは旅行やスポーツなどの
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能動的なレジャー活動である。
　旅行についてみると，内閣広報室の「国民の旅行に関する世論調査」によれば，国民の63％は
旅行を好み，75％以上の人は年に一度くらいは旅行をしたい希望をもっている。この調査から判
断して所得水準の上昇にともなって，レジャー消費は先進国の例からみても旅行を中心として伸び
ていくことが期待されると述べている。　　　　　　・
　また現在のスポーツ人口については，内閣総理大臣官房広報室「スポーツに関する世論調査」38
年2月，によると下記のような結果が出ている。
????? ﹇? ? ?
ン
? ﹇ ?? ?? ?
?﹇
?? ?
スポーツ人口計
1，100万人
　70Q
　700
　250
　300
1，000
　600
　250
2，800万人（実人口）
アイススケート（屋外）
水　泳（プール以外）
柔　　道
登山・ハイキング
コ　ノレ　フ
ボ・一リング
サイクリング
キャンプ
100万人
800
100
900
60
60
70
400
　これは生活にゆとりが生ずるにつれて，スポーツが国民各層に広く普及したことを示すものであ
る。このように野球1，100万人，卓球1，000万人などの一般的に普及しているスポーツのみなら
ず従来高級とみられていたスキー，ゴルフなどのスポーッも含めて，全般的に広く普及してきたこ
とカミわかる。
　以上のように両白書では，レクリエーション活動の伸展の理由を述べているが，これに関連し我
々が調査した結果について論じてみようと思う。
　1．　レクリェーションに使った費用（年間）
男子
調査対象人員
6000円　未満
6000円
10000円
20000円
30000円
40000円
50000円
女子
???????
調査対象入員
6QOO円
6000円
10000円
????
50代以上
（181名）
　14．4％
　3．9
　15．5
　11．1
　5．0
　6．1
　15．5
50代以上
　（29名）
　30．1％
　3．4
　16．7
40代
（197）
　6．1
　4．1
17．2
10．7
　9．6
　6．6
20．8
40代
（79）
22．8
13．9
15．2
30代
（281）
　5．3
　6．8
16．6
14，6
15．0
　6．4
22．1
30代
（59）
13．6
　6．8
28．8
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20代
（447）
　7．　4
　7．6
16．6
15．2
11．6
　7．2
20．0
20代
（227）
　6．2
　4．0
24．2
????????????????????
???
????? ? ?
7　生
（1847）
　10．9
　7．9
　18．3
　15，1
　9．8
　4．0
　7．1
学　生
（255）
　21．2
　9．0
　16．9
20000円　以上
30000円　以上
40000円　以上
50000円　以上
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3．4
6。7
3．4
　0
8．9
6．3
　0
1．3
8．5　　17．1　　22．3
5．1　　　12．8　　　　12．8
8．5　　　　4．0　　　　3．2
6．8　　10．1　　　6．4
12．1
9，0
2．0
3．9
　上の表は，東京および関東周辺を主とする調査で年代別にみるとやや人数が不足であるが，これ
によれば男子では1万円から3万円未満の者が全体的にみて多く，10代と学生を除けば5万円以
上のパーセンテージも非常に高い。女子になると10代20代では1～4万円未満が非常に多く
30代以上とはっぎり異っている。30代以上では6千円未満がだんだん多くなっているのが特徴で
あるが，これはおそらく全般的傾向であろうと考えられる。すなわち，年令別の勤労者数や家庭を
もった主婦の立場等に関連があるものと思う。次の表嫁38年の婦人の現状より引用したものであ
る。
（婦入の問題白書）
A　労働者年令別構成（女子）
20才未満　　　　　　　37．6％
20～30才未満　　　　　39．O％
30～40才未満　　　　　11．0％
40才以上　　　　　　　12．　5％
B　女子未婚者年令別階級別分布状況
15才～19才
20　～24
25　～29
30　～34
35　～39
40　～44
45　～49
50　～54
55　～59
60　～64
65　～
97．8％
68．4
21．2
9．6
5．6
3．1
1．9
1．7
1．1
1．1
0．8
　この表でみるように，10代20代が最も就業率が高く未婚者も多いという点からみて，当レク
リエーシ・ンを持つ機会にめぐまれているものと想像できる。我々の調査では職業をもたない主婦
の率は次の如くであるQ
　C　家庭主婦（職業を持たないもの）
50代以上
40代
30代
20代
90　％
78．8
83．3
14．9
一τQ0一
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10代 0
　このようにしてみると費用の面では，女子の家庭における負担はレクリエーシ・ンの機会を少な
くしていることがわかる。
　総理府統計局「家計調査」では全都市1世帯当り37年のレジャー支出を教養娯楽費，交際費を
含めて年間9万3千円月平均7千7百円と発表しているが年代別lcみるとかなり差がある筈であ
る。
　2．　レレリエーションを行なう場所（別表1）
（1）勤務地内で行なうと答えたものは（別表1）でみるように30代20代10代男子ではいず
れも3分の1を超えているし女子も20代10代と同様のことがいえる。これは勤務先の施設が整
っていることを考えるかあるいは外に少ないかのどちらかであろうし，また相手に適当な人が近く
にいるという利点もある。これは学生が学校で行なう場合とほとんど同じことがいえる。
（2）　公共施設で行なうものは有料公共施設と無料公共施設に分けて有料の方がはるかに多い割合
をしめしているが，これは無料公共施設の設備面での不備が主な原因であろうが，数そのものも足
りないものと思う。例えば都市人ロ1人当り公園面積では，ワシントン（1940年）L7平方メー
トル，ロンドン（1955年）9．0，ベルリン（1930年）4．　2，パリ（1955年）1．7，東京（1961年）
O．5と東京の面積は甚だしくせまくなっていることからしてもわかる。
　学校も10代や学生でも利用するには不充分で率が少ないが，外部の社会人がこれを利用するこ
とは少ないと思われる。
（3）商業施設は最近かなり各地に立派なものができており，利用者もかなり多い。レクリエーシ
・ンの種類によって気軽に利用できるものもあり平均によく利用されているといってよい。
（4）　自宅を利用しているものの率は全般的にみて最も多いが，よほど大きな家でない限りは自宅
でのレクリエーシ・ンというものは，室内遊戯やその他非活動的なものに限られると考えてよい。
（5）　クラブに入っているかどうかについては女子学生の60％が注目されるが，男子学生の36．6
％，同じく10代男子の43。2％など多いが，入っていない入が断然多い。38年の青少年白書に
よれば，クラブに入っている青少年は約30％となっているので，未組織の人々が多いと思われ
る。
3．スポーツおよびレクリエーションに対する関心
（1）　スポーツについては別表皿の①によれば，男子50代以上ではスポーツの試合をみないもの
が一割弱いるが，他の男子ではほとんど試合をみている。ところが女子になると，10代学生を除
いては，みないものが非常に多い。これはテレビでみると回答したものがかなり多いところから時
間がなくてみられないとか行きつけていない（慣れていない）ためという理由が考えられる。しか
しルールがよくわからないとかいうことも考えられ，一般に女子の方が男子にくらべて関心が薄い
のではないかと思う。
（2）　レクリエーションに満足しているかどうかについては次の表（別表皿の②③）によれば，満
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足と答えているものが，30代以上の男子に多いのに反し，女子の場合には20代以下に多くなっ
ているのが変った傾向である。これは映画とか旅行とかいったものが多くの人々にとってはレクリ
エーションとなっているため，高年者では，費用のところで述べた女子の年令別就業率や婚姻率と
関係があるものと思われる。若い層では，男子は特にスポーツ的な種目を好むため，施設が少ない
ための不満が多くなっているものと思う。
　一般に，満足が想像したより多かったが，やはり不満足が（やや不満もふくめて）多いのでその
原因について次の別表皿の③でみることにした。
（3）　不満の原因については，時間を第1位に経済，施設の順位で多い。時問については，学生が
男女とも50％前後とやや少ないだけで，他はほとんど時間がないと答えており，前に述べた労働
時問の短縮による余暇時間の増大ということが，問題となる。経済的理由をあげた人は，男子に多
く，女子の方が少なくなっているが，女子の方が，レクリエーシ。ンの絶対回数（総合回数）が一
般に少ないのと関連があるとみている。施設に関しては，年令が高くなるにつれて，不満の数が少
なくなっているのは前述の種目との関連でわかる筈である。相手に関しては10代男子がとびぬけ
て多いのは対象人員が少なかったためかとも思われるが，学生は男女ともかなり多く，女子では施
設に対する不満を上回っている。’S般的に女子の方が男子に比べて相手がいなくてできないものが
多い。
　ここで見落してならないことは，時間に対する不満や経済に対する不満が少なくなってきたとき
別表1 注（）は女子の％を示めす
????ー?ョ???????
???????? ー ョ
????
1．勤　務　地　内
　　（有　　料）
2．公　共　施　設
　　（無　　料）
3．公　共　施　設
4．学 校
5．　商　業　施　設
6．　自
?
7．　そ　　の　　他
1．　一　　人　　で
2．　友 人
3．家 族
4．　ク　ラ　ブ　員
5．　そ　　の　　他
入　っ　て　い　る
入っていない
50代以上
18．2
（3．4）
18．8
（13．4）?）?
?）2?
11．6
（6．7）
56．1
（67．・0）
17．2
（13．9）
36．0
（20．・1）
38．2
（20．1）
48．6
（53．5）
11．1
（6．7）
9。9
（6．7）
11．6
（6．7）
60．5
（47．O）
40　代
23．8
（一）
25．4
（12．7）
9．6
（5．　1）
2．0
（2．5）
19．3
（15．2）
47．1
（60．8）
25．4
（20．3）
23．3
（24．0）
41．0
（20．3）
55．4
（70，9
21．3
（8．9）
10．2
（3．　8）
13．2
（5．1）
78．7
（64．6）
30　代
34．1
（L7）
34．5
（20．3）
18．5
（10．2）
5．0
（5．1）
24．5
（20．3）
41．3
（61．0）
17．4
（17．0）
23．2
（28．・8）
63．4
（27．1）
52．4
（64．4）
18．5
（3．8）
7．1
（L7）
14．2
（3．8）
67。3
（65．1）
20　代　10　代
35．2
（34．・3）
30．0
（40．　0）
17．0
（22．4）
7．　2
（4．8）
21．5
（24．6）
23．7
（36．1）
20．8
（25．5）
15．7
（18．1）
63．4
（80．1）
17．3
（40．・0）
19．7
（18．5）
5．6
〔6．6）
22．6
（19．4）
50．0
（67．3）
38．1
（44．7）
31。1
（33．0）
18．　9
（18．1）
24。3
（6．4）
18．9
（12．8）
29．7
（25．5）
31．1
（28．7）
27．0
（6．4）
72．　9
（90．4）
18．9
（13．8）
31。1
（17．0）
8．1
（3．・2）
43．2
（20．2）
40．5
（68．1）
学　生
1，3
（0．4）
29．6
（28．6）
20．0
（17．2）
25．0
（46．3）
26．4
（16．8）
32．0
〔40．4）
21．9
（19．2）
23．0
（19．2）
71．4
（49．4）
16．4
（24．3）
20．6
（27．8）
2．6
（1．2）
36．6
（60．4）
46．　2
C36．8）
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別表III
???????? ー1．よ　く　みる
2．時 々
3．み　な　 い
4．テレビでみる
50代以上
2U．5
〔6．7）
?????????????ー?ョ
26．0
（IO．　O）
8。8
（50．2）
葱6．7
（33．5）
1．大へん満足
??????
2．満 足
3．やや不満
38．2
（30．1）
40　代
27．9
（2．5）
32．9
（20．3）
2．0
（30．4）
54．　4
（49．4）
4．6
（2．5）
49．1
（29．2）
34．3　　　　　33．9
（33．5）　」　　（29．2）
3Q　代20　代
ll：1）1（39．710．6）
25．7
（32．2）
1．8
（27．1）
5L3
（64．　5）
9，6　
（一）
44．9
（25．　5）
34．5
（52．2｝
19．0
（38，7）
L3
（17．・6）
49．5
（5L9）
8．5
（4．4）
32．5
（39．　6）
10　代
32．4
（12．8）
43．2
（38．3）
（9．　6）
54．0
（46．8）
学生
??????????
?????????? ェー ．
????????????〜
???????????? ー
4．不　満　足
1．経 済
18．3　　　14．8　　　15．3
（30．1）　　　　（29．2）　　　　（22．3）
（ll：1）1（塁量：1」30．0
（29．　D
25．0
（19．6）
23．　9
（38．8）
2．2
（8．2）
42．8
（43．9）
19：1）【（1：1）
2．．時
?
3．施 設
4．相 手
5．そ　の　他
1，健 康
2．娯
?
3．教
?
4，趣 味
5．交
?
6．そ　の　他
1．　すすめられて
2．自分から
18．9　　　24，7
（33．0）　　　　（45．9）
36．7　〔　　40．5
（40．0）1（45・71　（38・8）・
（｝1：1）1（ll：1）1
37．9　　　　　34．6
（29．1）　　　（22．4、
31．9
9．7
（10．2）
48．　2
（22．9）
92．6　　　　　　86．5
（94．7）　　　　C78．0）
14．7
（5．3）
9．4
（10．5）?）3???
15，7
（14．0）
8．3
（16。0）
2．1
（2。　0）
，ll釧（ll：1）L写1：1）
44．8
（23．4）
56．7
（53．5）
8．3
（13．4）
20，1
（33．　5）
17．2
（3．4）
17．1
（14．2）
IL4
（17．0）
5．7
（2．1＞
（1量：1）1（辮）
9．　7
‘17．　0）
0．4
（2．1）
52．3　　　　　　44．9　　　　　23．9
（20．3）　　　（47．5）　　　（35．2）
62．5　　　　　63．V
（44．3）　　　　r71．2）
33，1
（60．　3｝
9．7
（17．2）
（1．7）
56．7
（33．0）
75．6
（63．8）
44．8　．
（54．8）
3Q．0
（20．0）
5．1
（13．9、
3．7
（17．0）
（葦1：劃〔器：1）
（ll：釧註1：1）
6．3
（24．　2）
32．5
（44．D
50．0
（26．7）
2「3
（3．　0）
37．5
（34．5）
55．　1
（54．　5）
10．8
（12、8）
43．　2
（27．　7）
14．3
（16．1）
32．3
（45．9）
、鉾：乳「ll：顕（ll：1）
2．8　　LOt（一）　　　　（2，5）　1
73．2　　　　　　43．0
（47．0）　　　　（43．1）
（圭：3）1－（｝：さ）
（12：引（1謝
（2，7Q．1）｛IL5）
13．3　　　　23．8
（16．7）　　　（27．9）
3．そ　の　他 （11．1Q3 4）1‘、亭：1）
1．　どちらも好き
2．　やるのが好き
3．みるのが好き
4．　やるのがぎらい
5．みるのがぎらい
6．き　ら　い
29．8　　　37．9
（3．4）　　　（11．4）
4．4　　　6．1
（3．4）　　　　（3．8）
50．3　　　　　53．3
（43．6）　　　　（43．1）
O．6　　　3．O
（6，7）　　　　（3．8）
3．9　　　1．U
（一）　　（一）
5．5　　　LO
（40．2）　　　　（21．5）
17．1
（24．2）
7．5
（11．3）
56．6
（15．0）
7，1
（8．1）
35，6
（54．4）
0．7
（4．9）
1．4
（L5）
（16．0）
9．0
（26．0）
8．7
（4．0）
81．0
（6L7）
16．　2
（29．8）
?）????ー?（
?????（
2，71　5．7
（9．6）　：　　　（8．6）
65．4
（40．・9）
10．8
（15．4）
70．2
（46．8）
16．2
（10，・6）
1　63．9
　（5り．　2）
13．6
（13．3）
13．6
（38．7）
1．1
（7．5）．
2．5
（0．4）
（4．8）
13．5　　　9．7
（36．2）　　　　（29．8）
2．7　　　0．7
（4．3）　　　　（2．7、
（二）「認、
　－i　O．3（4．3）　I　　　r2．0）
である。最近の傾向として現われている労働時間の短縮や個人所得水準の上昇などによって徐々に
これらの不満が取り除かれて行ったときに起こる問題として考えられることは施設に対する新たな
要求である。
　　　　　　　　　　　　　　－23一
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別表］1［
????ー?????? ュ?
????????? ー
て?ッ????
? ?
?
好L
い
??2
?
み
??a
い
?
み
??
?
みでビレ
?a
?
好L
い
??2
?
み
??a
4。　み　　な　　い
5．テレビでみる
1．関心がある
2，あまりない
3．　な し・
50代以上
　448　（67）
　3．9
　（10．・0）
10．5
　（一）
19．4
（33．5）
43．1
（50．2）
44．2
（3．4）
4．4
（2り．1）
15。5
　（一）
　6．1
．（40．2）
57．　2
（37，4）
40　代
　481　（341）
　4．1
　（7．6）
13．2
（5．1）
18．2
（24．0）
40．0
（36．7）
54．9
（12．6）
2．0
（11．4）
14．3
（5．・1）
　2．0
（26．6）
30　代
（ll釧
6．1
（13．6）
15「て「
（3．4）
11．1
（37．3）
35．8
（47．5）
60．0
（23．7）
3．9
（13．6）
15．0
（6．8）
　1．8
（22．0）
20　代
　51．7
　（40．9）
　5．2
　（6．2）
　13．2
　（8．8）
　10．8
　（26．4）
　32．0
　（31．　7）
　57．6
　（26．0）
　1．8
　（7．5）
　13．0
　（10。1）
54．4　　　48．1
（3g．7）　　　　（72．9）
（ll：馴（61．545．　6）
26．5
（47．0）
4．0
（6．7）
33．9
（40．0）
4．1
（7．6）
71．2
（58．8）
22．5
（33．8）
3．6，
（7．　4）
　L8
（12．8）
46．4
（59．8）
68．8
（64．2）
21．1
（33．2）
1．3
‘2．6）
10　代
　59．4
　（38．3）
　　（一）
　5．4
　（14．9）
　1e．　8
　（21．3）
　54．1
　（35．1）
　62．1
　（29。8）
　2．7
　（7．　4）
　5．4
　（14．9）
学　生
46．5
i47．4）
3．1
i4．7）
ll．1
i10．6）
　7．0
i12．9）
42．6
i33．3）
49．6
i32．5）
3．5
i9．4）
11．7
i8．6）
5．4
（8．5）
3．8
（9。4）
48．6
（48．9）
81．0
（66．0）
16．2
（28．6）
2．7
（5．4）
41．3
（53．3）
65．2
（68．6）
17．2
（29．8）
1．6
（1．6）
（4）　レクリエーシ・ンはなんのために行なっているかについては別表皿の④でみられるごとく娯
楽，健康，趣味と考えているものが多く大差ない。次に交際の手段として行なっているものもかな
りみられが，教養のためと答えているのが女子に割合多いあたり特徴的である。
（5）　レクリエーシ・ンをはじめたきっかけについては，すすめられて始めた者がほとんで，男女
の40代が（女子50代もそうだが）他よりもぎわだって少ないが目立つ程度である。
　自分からやり始めたのは総体的に女子の方が多く特徴になっている。
（6）　スポーツをみるのが好ぎかやるのが好きかについては（別表皿の⑥）若い年代においては活
動的で，年令順に消極的で非活動的である。これは実施種目でも若い方から順に，能動的レクリエ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pt一ションに変っていることから，あるいは高年層では能動的といっては非活動的レクリエーション
にと変化していることから当然であろう。きらいと答えたものでは女子30代以上はだんだんと多
く50代以上では40．2％にまで達していることは，年令的にみて以前の女子は，スポーッなどし
なくてもよいといった考え方から，またはみるにつけ，やるにつけよくわからないといったこと等
から，いわゆるスポーツに対する理解に乏しいためと考えられる点がある。
（7）アマチュア・スポt・一・・ツおよびプロ・スポーツについては50代女子を除くとほとんど同じよ
うな傾向を示しているが変っている点は，理解に乏しい，あるいは興味がないと思われる50代以
上の女子が意外にテレビジョンを視ている率が高いということである。しかしこれは家庭に家族と
一緒にいる機会が多く，ただ家族がみるのを一緒にみているにすぎないのであろう。
（8）　次の東京オリンピックについても調査当時は前の結果と同様50代40代女子では低い関心
を示している。このように女子においてはまだ全般的にレクリェーションの機会が少ないのが目立
一24一
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っていることは，家事労働時間が少なくなったとはいえ，反面，余暇時間を収入のある仕事使いた
いと考える主婦が少なくないなどの問題を含んでいる。38年の婦人の現状によれば，生活費の増
大にともなって家賃の支払いとか子供の学資積立とか，その他の支出増加による家計費を助けるた
め内職を希望するものが多くなっている。また逆に時間があるために内職をしたいと思っているも
のも多い。また時間については今後自分の時間が作れると答えたもの55％で作れないものよりや
や多いが，これについては，今後の生活水準の向上，小家族化の進行にともなって緩和されるもの
とみている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村山鉄次郎）
IV．企業体の活動について
　我国の　Recreationについての調査研究は昭和36年度に大企業，37年度に中小企業，38年度
には個人の調査を行なってぎた。この調査の目的は戦後，特にここ数年の経済成長に伴なって急速
に発達した我国め企業Recreati。n活動の実態を把握し，その進むべき方向を明らかにすることで
あった。
調査結果は既に第3号（36年度），第4号（37年度）にそれぞれ概要を発表済みであるが，こ
れを総括し大企業と中小企業とを比較しつつ企業体Recreation活動が当面している諸問題につい
て検討したいと思う。
　調査対象
　大企業については従業員3，000名以上を目標に各種業界に亘って調査したが，回答が得られな
かったものもあり，40社について調査，回答を得た。
　中小企業および零細企業については我国の総法人数の90％近くを占める膨大な数にのぼるた
め，全国各地から無選別調査を行ない1．134の回答を得合計1．174の企業体（零細企業を含む）
となった。
　調査結果
　調査対象1．174の従業員数による区分は次表のとおりである。
従業員数
企業数
1．000名
以上
373
500名
以上
135
100名
以上
287
50名
以上
158
　5名
以上
94
　4名
以上
10
その他
117
??
1．174
　L　勤務時間ならびに休憩時間
　大企業における勤務時間は現業，非現業を問わず8時間が大半を占めており，次いで8時間：30
分・数社においては7時問勤務制のところがあった。中小企業においては8時間30分～9時間が
多く，零細企業には10時間勤務も見られた。
　休憩時間は労基法により労働条件の最低休憩時間が定められているが，大企業においては最低45
分・最高75分で，そのほとんどが60分の休憩時間を持っている。これに対して中小企業では最
一25一
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低15分，最高90分となっている。休憩時間の最低15分は全体の3％強，30分が13％強で
ある。また45分～60分は全体の70％を占め，90分は13％強となっている。
　休憩時間15分～30分は従業員100名以上の企業体で141を数えるのは意外であるが，経営
と労務管理の貧困さを示したものである。大企業に対する中小企業の労働条件の格差を縮少するた
めにも，労基法に定める労働条件の確保，労務管理の改善施策が急務であろう。
　休憩の回数では大企業においてはそのほとんどが1回であり，現業では午前，午後に10分程度
の休憩が僅かにみられた。中小企業においては従業員1，000名以上の建設業において26％が3
回，製造業では50名以上の企業で30％，100名以上の企業では34％，500名以上の企業では31
％，500名以上の企業では31％がそれぞれ3回の休憩回数を示している。これは労働の内容と勤
務時間数の影響である。
　2．　休憩時間の利用
　休憩時間の約1／3は食事に費やされるものとみなければならないが，残る時間を屋外における施
設を利用してスポーッを行なう場合と，屋内施設を利用する文化活動，あるいは休養に利用する場
合とに区分される。大企業においては屋内外の体育施設を利用するものと，屋内の文化施設を利用
するものは約半数ずつとなっているが，中小企業では休養が最高で50％，スポーツを行なうが25
％，娯楽，文化活動に利用が22％であった。詳細は他に譲るとして，大企業における諸点の優位
性に比し，中小企業の休養50％が示すとおり，中小企業において企業形態，企業資本にも劣るた
め労働時間の延長をもたらし，また施設の充実も意に添わぬ状態とみられる。
　3．　休日，有給休暇
　休日については大企業，中小企業ともに定期的に「ある」が最も多く，その大半は日曜日となっ
ている。業種により日曜以外の平日を休日とするところもあり，小企業特に小売商業においては曜
日に関係なく，10日毎に1の日，2の日等を休日としているものも多い。
　しかし最近の傾向は小企業特に零細企業においても週休制を採用するものも多くなっている。大
企業では既に週5日労働を実施しているところもあり，大企業では経済成長，開放経済により設備
の近代化，経営管理も合理化および技術の向上と相侯って，業種の制限はあるにしても今後週5日
労働制採用も可能となるであろう。
　年次有給休暇については大企業，中小企業においても勤続年数による差異はあるが，大企業では
9日～20日，15日～20日の範囲が大半を占め，最高は20日～40日，最低3日～15日となっており・
平均は約11日～20日である。
　中小企業においても10日～15日，15日～20日が多く，％では5日一3％，10日一10％，15日
一33％，20日～32％，30日一10％，その他一12％となっている。
　しかし中小企業の調査対象1．134に対し，有給休暇についての回答数は30％に留まった。v
れを勘案すれば残りの70％に当る零細企業においては有給休暇制度の普及が遅れているとみるこ
とができるようである。業種別の数字の⊥でも製造業，卸小売業等にこれが強く現われている。
　ここでヨーロッパ各国の有給休暇制度の例を挙げてみると，①デンマ＿クでは休暇手当制度があ
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　り，休暇がとれなかったときその部分について休暇手当が支給される。②スエーデンでは勤労者に
は18日の有給休暇が認められている。③ノルウェーでは国民的，社会的機関や，労働組合がそれ
ぞれのHoliday　HomeやHoliday　Centerを建設している。④スイスでは旅行金庫を設立し貯金
制度割引旅行切手制度等を実施し，また非営利団体の国民旅行組合等もある。このようにヨ＿ロ
　ッパにおける有給休暇は単なる休養を意味するものでなく，休暇期間中に海浜，山岳等へRecre－
ation旅行を試みることが社会的慣習とまでになっているのである。このようにヨーロッパ各国に
おいては，我国とは地理的，経済的条件，慣習等こそ異なるが，休暇を有効に利用せしめて野外活
動の促進策を講じている。
　4．福利厚生関係の組織
　Recreati。n活動を促進するに当り最も重要なことは，組織とRecreation活動に対する理解，お
よび資金の裏付がなければならない。企業目的達成への貢献を期待するならばまずRecreation職
制の確立，すなわち職制上の管理機構の在り方，職制内での位置づけ，専門管理部門の地位や役
割，指導者の確保は不可欠である。
　この調査では大企業における組織と，中小企業における組織はほぼ同じ傾向を示しているがその
事例を挙げれば，大企業では①人事部厚生課，②総務　一総務課一教養係または厚生係，③労務部
一教養課一教養係，④勤労部一厚生課，⑤人事部一厚生課一人事部労務課厚生係となっている。し
かし実務の担当は社内の体育，文化団体や組合，健保等が分担している例も多くみられる。
　中小企業においても例①人事部一厚生課，②労務部一保健課または厚生課，③福利部一保健課ま
た鷹利課・④総務部一勤労第二課一福祉係とな・ており，現業（工場）等にお・・てもほぼ同様で
ある・このように購として担当部門を設置してはあるが，大企業および中小企業の一部を除き，
職制が確立されていない場合が多い。
　例えば1，000名以上の企業では各業種共その大多数が担当部門を持っているが，500名以上で
は5°％となり・…名以上では％カ・激減している．経営形態，規模，従類数・・より繊運営の
面では相当嬬差力・みられ，・」・蝶・・浦るRecrea・i・n聯瞳要視され鮒ればならない。
小蝶（商欝）に湖るRecrea・i・n活動の現状は，①従類数砂なく仲間蝶まりにく、、。
②鰍用具がない．③鱒都し・ない等である．仲間蝶まりにくい理由、して，小企業において
は・湘朗2日～・日で有給休日段もほとんどなく，舳時間も・時間～塒問で少な、、。とであ
る・解決策としては週休制消給休日段制の実施であるが，・れは顧主の理解瑛断を腰、する
ものである。
簸用具については地蹴会の既存の施設を利肘る・と鰐えられるが湘織化されていな、、
小蝶におけ硝少年の繊化・同時に詣轄の戴繍・努め，繊。おけ、繊化洞業の
醜化が必要である。
5・福利厚生関係の予算
鞠駈関係繍の族してい・大蝶・・お・・てはRecrea…nをも含めて。れらの予鄭平均、
’億を超え翻・のぼ・て・・…，中小蝶においては鯛厚野算の「有。」もの815蝶，
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予算の「ない」企業199となっている。
　この数は，中小企業における厚生担当部門の「有る」もの372，「ない」もの543を対照すれば
逆の数字を示している。従業員1，000名以上で予算の「ない」企業は3％，500名以上で11％，
100名以上で22％，50名～99名では22％，5名～49名では53％を示したが，零細企業では
厚生担当部門もなく，従って予算を持たない場合が多いことになっている。
　Recreation活動に必要な資金の裏付がないということは，活動に際してその費用は自己負担とな
る可能性が強い。
　予算の出所についてみると大企業においては多額の予算を組んでおり，そのほとんどが経営者負
担となっている。ごく一部の文，体活動に際して会費制度をみるのみであるが，中小企業において
は，経営者負担は63％，従業員負担は4％，経営者と従業員両者で負担が28％，その他5％とな
っているが，無回答が約200あるので，従業員負担あるいは両者負担の％は増加するものと思わ
れる。
　中小企業においては多額の予算の計上は企業利潤とにらみ合せて困難な場合が多く，会費制度，
およ労働組合を有する企業では組合との協力により経費の捻出を図らねばならないだろう。調査で
は50名～99名の従業員を持つ企業ではその70％が経営者，従業員双方でで負担している実情で
ある。
　労働省企業福利施設課の調査によれば，事業所における1人1ケ月当り福利厚生費は，法定外福
利費の13．・8％が充当されていることになっているが，事実上大企業においてはこれを上回り，中
小企業においてはこれを下回っていることになる。
　6．　厚生関係施設
　大企業においては福利厚生Recreation関係諸施設は，組織と資金の裏付を得て，会社，労組，
健保等の管理下にあって概ね完備され特に最近はDeluxe化の傾向がみられる。
　保健衛生施設では，医務室，診療所，病院，保養所，療養所，理容室，浴場，食堂等，文化施設
では，会館，クラブ，ギャラリー，図書館，幼稚園，学校，その他Recreation施設として海の家
山の家，娯楽室等その他体育施設も整っている。中小企業では1，000名以上の企業では大小の施
設を合して10～30が大半を占めているが，500名以上では4～20減少し，100名以上では4～
20のものもあったが，業種により大きな差がみれた。
　更に50名以上では0～10が多く，5名以上では’O～6となり，4名以下では皆無の状態であ
った。
　体育施設にしても大企業では体育館，プール，陸上競技場，および球技系，格技系等の施設は第
三号において発表されたとおりで，1社平均4．57の施設を有し，最も多い施設を持つ企業は12
施設が3社あり，少ないところでは1施設が5社であった。
　しかし大企業においてはこれらの施設は主として運動部，同好会，クラブ等において使用する場
合が多く，独占的な傾向が強いようである。一般従業員の利用度は企業にもよるが，運動会，社内
各種大会に使用される程度で，一般従業員の文化施設利用度に比し，施設が多い割に低い傾向にあ
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る。
　但し施設が社内にあるものも多く，また社外施設の場合でも総合施設的なものが多く，利用し易
い点は非常に恵まれている。
　中小企業における体育施設は，保健衛生，文化施設と同様，1，000名以上の企業では施設が少な
くしかも社外の場合が多く，従って利用度も低く，100名以上あるいは100名以下では卓球場，
バレー，テニスコート等を持つ程度で，零細企業ではそのほとんどが「無」である。
　従って大企業においては社内外の諸施設を経済的に有効に利用し得るが，中小，特に零細企業に
おいては，地域社会の既存施設や，商業施設を利用せざるを得ない状態で，経済的負担も多くなっ
ている。
　中小企業は大企業に比べ賃金，労働時間等の労働条件が劣っている上に福利厚生施設の上でもな
お数段の低水準にある。
　大蔵省法人企業統計によれば，従業員1人あたりの年間福利費は，中小企業では昭和30年の
8・500円に比し37年では20，000円と2倍・3倍，大企業では25，000円が46，000円と1．9
倍となり伸び率では中小企業の方が高くなっているが，絶対額では37年において中小企業の福利
費は大企業に比し43％と半分にも満たない状態である。
　7．運動部
　前述のとおり労働条件に恵まれ，体育施設の整っている大企業においては活発な運動部活動がみ
られる。会社が認めている運動種目では野球が最も多く，40社中36社にのぼり，次で卓球，テ
＝ス，バレー一，山岳等会社で認めている種目を挙げれば32種目である。
　これら運動部の活動は全国大会，地方大会出場，社内また他社との朝睦試合等運動種目や規模に
よって異なるが，その経費負担は会社負担が29社（72。5％）会と部員で負担が8社（20％），そ
の他3社（7．5％）で対外試合出場で出張を要する場合の取扱いは，出張，出勤扱いが29社にお
よんでいる。
　中小企業においては会社が認めている部の中で全国大会，地方大会等に出場する運動部は僅少で
あり，2～3の運動部に重点をおき専ら会社の宣伝に利用されている。
　この点では大企業においても同様のことがいえるが，中小企業のこれらの部では給与は別とし
て，他の点では大企業なみに優遇されている場合もある。
　このような状態はRecreation活動の域を逸脱するもので，その余力を広く社内・外の各種施設
の整備と福祉向上に尽すべきであろう。
　8．　同好会，クラブ・グループ活動
　大企業における同好会，クラブ・グループ活動は前述の運動部活動と同様運動部以外の文化，体
育関係のクラブ活動は企業体の補助を受け，活発な動きをみせている。その内容は華道をはじめ
32種目に亘っており，華道，謡曲，茶道，書道，囲碁，カメラ等が特に多い。
　中小企業においては1，000名以上，また500名以上の会社では一一応大企業並みに活動している
ところもある。しかし100名以上あるいは50名以上の企業では，これら多くの種目のクラブ，
一29一
明治大学　入文科学研究所紀要　第三冊
同好会の名称は存在するが，会社が補助するところも少なく，また施設にも恵まれず活発な動きは
みられない。これは大企業に比し中小企業の労働条件の低さが大きく影響しているとみられ，労基
法に規定されている超過勤務と給与の問題，年少老，女子従業員の勤務時間が充分守られていない
ことも原因の一つであろうし，また企業資本の構成，Recreation組織の問題もあるが，企業利潤追
及のあまり福利厚生，Recreation施設や施策に力を注ぐ余裕がないことの証左ともなっている。
　9．会社全体としての体育的Recreation
　会社が実施する行事は業種によって異なり各種各様であるが，大企業における体育的Recreation
行事の種類は，運動会，社内対抗競技大会，盆踊大会，スポーツ大会，球技大会，ハイキング，海
浜大会等，その他の行事では慰安会，慰安旅行，潮干狩，文化祭，創立記念式典，碁，将棋大会，
合唱大会等であった。
　こらの実施に当っては，実施主体が単独主体の場合と，共同主体の場合とがある，単独主体の場
合には，会社，労働組合，健保組合，文化団体等がそれぞれ主体となっている。また共同主体では
会社と労働組合，会社と労働組合および健保組合の三者が共同主体となっている。（海の家，山の
家，運動会等）
　また体育行事，文化行事，慰安行事については，体育行事は体育団体，文化行事は文化団体，慰
安行事は会社また労組が主体となる場合もあり，職場単位に行なわれる行事も多くなっている。
　これらの行事の実施に当っては従業員多数の参加を狙いとする効果的な企画，運営が肝要である
が，大企業における調査では，単に従業員のみでなく，その家族をも含めた慰安的なものが多かっ
たQ
　前記各行事の管理および経費の負担者については，単独主体の場合はその実施主体たる会社，労
働組合，健保組合等がそれぞれ負担しているが，大企業の場合は会社負担が多く，また単独主体の
場合でも他が後援の形式で一部経費を負担している例もある。また行事によっては会費制度のもの
もあり，経費の一部を従業員が負担している。中小企業においても会社，労働組合健保組合等で
負担する場合と，従業員が一部負担する場合とがあり，規模によっても異なるが大企業に比し従業
員が一部負担する率が多くなっている。
　利用施設については，体育施設，文化施設，保養関係施設等を所有しているところが多い大企業
では，ほとんどこれらの社有施設を利用しているが，大規模な行事や慰安会，観劇等では公共施設
および商業施設を利用している。
　中小企業において実施される種目は大企業と大同小異であるが，その規模は小さく，一部の従業
員1，000名以上の企業体では大企業のそれに近い内容が見られるのみで，小企業特に零細企業で
は実施主体が単独の場合は慰安会，慰安旅行等で終っている。また小企業の実施主体は同業者組
合．小売商店等においては地域商店会等が主体となっている場合が多い。
　利用施設にしても小企業では単独所有の施設は勿論，共同所有の施設すらほとんど「無」の現状
で，そのほとんどが公共施設および商業施設を利用している状態である。
　しかしこれら既存の施設を利用するにしても休日の利用度は高く，組織化されていない商店街等
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における従業員の利用は困難な状態にある。このような状態の下では商業Recreationの果す役割
は大ぎく，プロ野球，プロレス，ボクシング，相撲，競馬，競輪スキー，スケート，海水浴，登
山等への個人的参加を促す結果となっていると思われる。個人的参加は非行化への懸念もあり，対
策として，地域社会および雇傭主の理解，休日を利用して青少年の組織化，スポーツ教室への積極
的参加，指導者の養成等が挙げられる。
　以上大企業ならびに中小企業のRecreationを含めた福利厚生，施設，行事等について調査の実
態を述べたが，我国の大企業における実態は諸外国に比して高水準にあることは明らかであり，経
済成長に伴なってますますその傾向は強まってくるものと思われる。これに反し中小企業において
はその根本たる資本構成，生産性，企業所得等において，また福祉水準において大企業との格差は
非常に大きな開きがみられる。これが対策としては種々考えられるが，中心企業白書による政府の
施策としては（1）中小企業構造の高度化，（2）事業活動の不利の補正，（3）小規模企業の対策，（4）金融，
税制施策，（5）行政機関および中小企業団体の整理，（6）調査公報，（7）特別対策等が挙げられている。
　労働に関する施策としては（1）労基法の施行，（2）最低賃金法の施行，（3）中小企業労務管理近代化対
策，（4）労働保険および社会保険の適用促進，（5）中小企業退職金共済制度，（6）福利厚生施設，（7）一せ
い週休制，一せい閉店制の推進，（8）文化体育面での福祉向上等であるが，特に小規模企業に対して
は経営改善および事業の強化，金融税制上の措置等の施策は大企業との格差を縮少するための施策
として適切なものであろう。また文化体育面での福祉向上では，37年体育館16，水泳プール85
ケ所の新設，運動場3ケ所の整備に対し補助し，38年度は体育館16，水泳プール170ケ所，運
動場3ケ所の新設整備に補助している。また勤労青少年対するスポーツ教室の開放に運営費の一部
を開設主体の市町村に，また公民館，博物館，青年の家等にも補助している。
　また福利厚生施設ρ改善，充実により福祉の増進を図り，一せい週休制，一せい閉店制の推進に
より休日の確保，長時間労働の排除等が考慮されている。以上のように政府としても中小企業振興
策を講じているが，これが適切に実施されるとしても，中小企業体がこれに対していかに積極的に
対応するかが今後の問題であり，これが大企業との格差を縮少する焦点となろうし，これらの振興
策の効果はRecreation活動にも大きく影響するもので，施策の浸透は大いに期待される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（和　田　政　雄）
V．レクリエーションの実務
1．　レクリエーション活動の組織
　企業体内におけるレクリエーシ・ン活動の組織，管理，運営がどのように行なわれているかをみ
ると，企業内における職制主管は明権になっており，これを管理部門の性格上から分けると厚生系
統が普通であるが，人事労務系統で管理しているところも少なくない。
　この調査では厚生系統21社（52．5％），人事労務系統18社（54％），その他1社であった。ま
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た人事労務系統で管理しているうちで2社が教育訓練と関連してこれを取り扱っている所もあり注
目される。
特辮例一保健課長一k係長（診療所・社内保健衛生管理係長（健康保険組合））
　　　　福利部長一一庶務係長
　　　　　　　　　「難ll難璽1
　このように管理部門は明確になってはいるが，専任担当者をおくところは21社で，全体の52．5
％で約半数にすぎず，まだまだ企業体のレクリエーション活動に対する認識と指導性は少ないよう
に思われる。しかしながら日本経営者団体連盟と関東経営者協会が昭和38年4月に発表した「職
場レクリエーションの現状」の実態調査報告（全産業を対象として）によれば，専任担当者をおく
ところは全体の16．8％にすぎない。これに比較するとはるかにうわまわっているが，これは大企
業を対象として調査を行なった結果と考えられる。
　　　　資料：日経連調査（37年8月）
職制主管のあるもの
職制主管の中専任者
をおくもの
所管部所
　　　　　厚生系統
　　　　　総務系統
238社中　　ある
　　　　　　ない
220社中　　おく
　　　　　　なし
210社中
88社（41．9％）
70社（33．3％）
人事労務系統39社（13．3％）
その他　　　　1社
220社（90．5％）
18　社　　（7．5％）
37社（16．8％）
183　社　（83．2％）
　次に実際の運営にあたっては，職制から独立した文化会，体育会，等の経営組織をおいて社内の
親睦団体や，労働組合，健康保険組合等が分担して行なっている場合が多くみられる。これらの統
轄組織をみると，健康保険組合，共済会，労働組合，等が握っているのはほとんどみられず，組織
はすべて会社側に主体性がある。企業の社長，担当重役，工場長，部課長，等が会長に就任し，こ
のうちほとんど部課長に権限を委譲されている場合が多い。
2．　レクリエーション活動の運営
　レクリエーション活動の運営にあたっては，会社主体，労働組合主体，健康保険組合主体，文化
会のような親睦団体主体，というような単一的な組織で行なう場合と，共同主体的な，会社と親睦
団体，組合と親睦団体，また親睦団体と健康保険組合というように共同主催で行なう場合がある。
レクリエーション活動が活発化し，多様化してきている今日では，すべてのレクリエーシ。ン活動
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を単一組織で行なうのはむつかしいし，共同主体的なものも，その一つの組織で一切をまかなうの
も無理である。そこで親睦団体が実質的に活動している以外の所では，レクリエーション活動のう
ち，旅行とか観劇会は会社で主催し，運動会は労使ならびに健康保険組合で共催し，クラブ活動に
ついては，クラブ合議体に委ねている場合が多く，分権的な形をとっているのが一般的傾向のよう
に思われる。
3．　レクリエーション活動
　（イ）　クラブ活動
　レクリエーシ・ン活動を推進して行く方法の一つにクラブ活動がある。企業におけるクラブ活動
の内容は，企業の規模，業種，従業員の数，性別，年令構成，その他多くの事情によって異なって
くる。またクラブという呼び方も各種企業によって様々であり，サークルとか部で呼ばれている。
　このようなクラブ活動は，文化クラブ，体育クラブに分かれており，日経連報告の「職場レクリ
エーションの現状」によれば体育関係では，クラブのないのは5例であり，300人以上の事業所で
は1例を除き全て11以上の体育クラブを持っており，文化クラブでは，クラブのない所が24事
業所もあり，そのうち19例は300名以下の中小企業である。規模別には1000名以下の場合，
大体7クラブ以内，1000名以上ではほとんど8クラブ以上持っていると報告されている。
　しかし我々の調査においては，体育関係は平均9クラブであり，文化関係は平均7クラブであ
る。クラブ種目別に保有率をみると，体育関係では，野球，卓球，テニス，排球の順であり，文化
関係では，囲碁，華道，謡曲，書道，写真の順になっている。
　表1，（体育関係），表2，（文化関係）を参照
　この調査の結果からもわかるように，体育関係においては，野球とか，卓球，テニス，排球のよ
うに一般大衆化されたスポーツ，また卓球，テニス，排球のようにあまり場所もとらず設備も比較
的簡単にできるもの，技術的にはそれほど高度なものを必要としないで安易に素人でもできるよう
なスポーツ（球技）に集中しやすい傾向がみられる。ラグビー，サッカー，籠球のようなスポーツ
は，場所，設備の面で容易なばりでなく，激しい運動を必要とするので，体力的にも，技術的にも
素人から入りにくいためもあり，木衆性を欠き保有率が低くなっている。また，水泳，陸上競技の
ような個人的競技的性格の種目も低くなっており，スキー，スケー・ト，などもあまり保有率は高く
ない。スキー，スケート，の保有率が高くないのは，競技を対象としているためであり，一般に，
スキー，スケートは，クラブ活動としてではなく，組合や健康保険組合，親睦団体等でレクリエー
シ・ン行事とし行なわれているものと考えられる。山岳，登山（ワンゲル，ハイキングも含まれ
る）等は最も大衆性を持ちながら55％程度の保有率である。これはクラブ活動として行なうより
も個人の気の合った仲間同志で行く場合とか，職場の仲間同士で行く場合が多いためと考えられ
る。柔道，剣道，等の武道クラブも日本的伝統への再認識を含めて40％から50％の保有率を示
していることは注目される。また，特殊な例として硬式野球審判部（1例）等がある。
　これらの部員数は，スケートの平均105名を最高に，体操の15名が最低であり平均部員数ぱ
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表1クラブの種類と保有率　　　　　　　　　　　　　o　体育関係　（／）大企業（40社）
ク　ラ　ブ名
球野
球卓
球排
球籠
一
?
ツサ
一ビ
?
??
ル一ボ
??
ソ
ン
?
ン、、、
?
バ
水 泳
ス
?
ス　　ケ　　ー　　ト
?
上
柔 道
剣 道
?
道
体 操
山　岳，　登　山
ヨ ツ
?
釣
ボ　ク　シ　ン　グ
コ ノレ
?
テ’　　二 ス
硬 庭
相 撲
アイスホッケー一
?
術
???﹈ 手
レ　ス　リ　ン　グ
?
動 車
撞 球
硬式審判部
クラブを持つ
会　社　数
（設置率％）
36
????「?????????
（90．0）
（70．3）
（60．・0）
（35．0）
（35．・0）
（35．0）
（22．5）
（30．0）
部員数平均
33
37
43
22．7
26
31，2
56
27．3
?????????????
活　　動　　状
13　　　（32．5） 34．4 1
?????? ?????
4
3　（7．5）
6　（15．0）
14
109
11　　　（27．5） 49．6
17　　　（42．5） 31．9
21　　　（52．5） 32．7
9　（22．5） 30．5
1　（2．5） 15
22　　　（55．0） 55
1 1
0
1
0
0
0
0
0
7　（17．5） 21 0
0
8
5
11
5
1
3
7　（17．5）
2
31
3　（7．5） 21
1　（2．5） 36
0 0
0
0
2
0
況
C
15
16
16
8
8
3
5
7
1
1
6
2
12
10
4
0
19
5
27　　　（67．5） 50．6
7
6　（15．・0）
7　（17．5）
2　（5．0）
0
33 0
19 1
19 0
1
2　（5．0）
2　（5．・0）
1　（2．5）
1　（2．・5）
1　（2．5）
1　（2．・5）
1
13
??
14
??
3 3
2
22．5 0 0
0
2
26 0
30 0
21
60
0
0
0 2
0
0
0
1
1
1
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クラブを持つ会社数
　　（置設率　％）
5　（12．5）
9　（22．5）
13　　　（32．5）
1　　（2．5）
2　　（5．0）
6　（15．・0）
4　（10．0）
5　（12．5）
2　　（5．・0）
3　　（7．・5）
5　（12．5）
1　　（2．5）
1　　（2．5）
1　　（2．5）
???????????????????
形
??????????????
表2クラブの種類と保有率
　文化関係
クラブを持つ会社数
　　（設置率　％）
20　　　（50．0）
12　　　（45．0）
3　　（7．5）
20　　　（50．0）
18　　　（45．0）
24　　　（60．0）
　1
??
13　　　（32．5）
11　　　　（30．0）
「?
?
18　　　（45．O）
12　　　　（30。0）
5　（12．・5）
2　　（5．0）
3　　（2．　5）
?
ll　　　（27．5） 1
（2．5）
（10．0）
（2．5）
（2．・5）
（2．5）
（2．5）
（2．5）
1
?
??
??
??
??
??
1
??? ?
究
??
圭日
????
（20．0）
（5．0）
（2．5）
（5．0）
（5．0）
（5．0）
（2．5）
??
??
??
??
??
??
1
ク　ラ　ブ　名
華　　　　　　道
茶　　　　　　道
茶　　　花　　　道
謡　　　　　　　曲
書　　　　　　　道
囲　　　　　　　碁
将　　　　　　　棋
俳　　　　　　　句
カ　　ン　　ラ
音　　　　　　楽
器　　　　　　　楽
吹　　　奏　　　楽
マ　ン　ド　リ　ン
コ　　ー　　ラ　　ス
@　　9M　　　　　　　楽尺　　　　　　　八
軽　　　音　　　楽
民　　　　　　　謡
洋　　　　　　楽
小　　　　　　　唄
長　　　　　　　唄
擁???31　次に，体育関係クラブの活動状況を対外試合の面からみると，全国大会出場を（A），地方大会
出場を（B），社内または他との親睦試会程度（C），に分けてみると，Aがわずかに5．6％であ
り，その中では，野球，卓球，ラクビーの順になっている。Bは37．6％で一番多く，野球，テニ
ス，剣道，卓球の順になっている。Cは，56．5％で，山岳登山（ハイキング，ワンゲルを含む），
卓球，野球，テニスの順である。
　運動部の専用合宿所を保有するものは10社で，ないもの24社，不明6社である。保有してい
るものの中には3ケ所も持っているのが2社あった。常置合宿所は一般に少なくないが，合宿練習
はクラブハウス等を利用して相当実施されている模様である。
　文化関係は一般に体育関係にくらべて低調のようである。その中で，華道部，囲碁，謡曲，書
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道，カメラ，茶道，等が盛んである。
　クラブの費用については，クラブ活動が自発性，自主性を必要とするものだけに特に主要な課題
であるが，この調査では，体育関係では会社が負担するもの29社72．5％で会社および部員の会
費によるもの8社20％会費だけ1社2．5％，実績によって会社が負担するもの1社，無記入1社
となっている。クラブ費の出所が，72．5％というように大半が会社負担になっていることが注目
される。
　クラブ費の費用を会社の出所に依存することはレクリエーションとしてのクラブ活動が，企業体
の景気の好況，不況によって左右される危険性が多分にあるので，特に今後の問題として考える必
要があるように思われる。
　日経連の調査資料によれば，体育関係クラブにおいて総数1849社のうち会費徴集が1。094（59
％），が文化関係クラブが1，314社中1，090（61，9％）となっている。
　この二つの調査結果を比較し丁みると相当の差があることが解る。これは大企業を中心に調査し
たのと全産業（中小企業を含む）を対象としたためである。しかし大企業と中小企業の較差がレク
リエーション費用についてもうかがわれる。
　クラブ活動に対す企業の補助金は日経連の調査報告によれば表3のとおりである。
表3　クラブ活動に対する補助金の配分基準
　全　産　業（238事業所）
各クラブ毎
に一定額を
補助
　300人未満　　　12（19．7）
　300～1．000〃　　　　10　（12．7）
1．OeO・－3．000〃　4（7．0）
3．000人以上　　　0　（0．0）
　　言十　　　　　　　　26　（11．7）
クラブ員1　各クラブ毎
人当り一定　に経費の一
額を補助　　定率を支給
12　（19．7）　　　2　　（3。3）
3（3．8）　0（0．0）
2　　（3．5）　　　　1　　（1．8）
0　（0．0）　　0　（0．0）
17　9（7．6）　　　3　　（1．3）
???????
30　（49．2）
64　（81．0）
49　（86．0）
26（100．0）
169　（75．8）
その他
?
???
5　（8．2）
2　（1．8）
1　（1．8）
0　（0．0）
8　（3，6）
61（100．0）
79（100．0）
57（100．0）
26（100．　0）
223（100．0）
（資料日経連調査報告）
　次に体育関係クラブの対外試合出場の取扱いについてみると，出張，出勤，あつかいが29社，
72．5％でほとんどの会社が出張，出勤を認めている。休日または有給休暇を減らされるもの7社，
17．5％であった。
　クラブ活動における指導者の問題であるが，表4（体育関係）表5（文化関係）でわかるように
体育関係クラブに指導者は少なく，25．4％の保有率であり，また指導者は内部からの招へいが多
い。これにくらべ文化関係クラブでは指導者は体育関係クラブに比較して非常に多く56．　5％であ
りしかも8割以上が外部からの招へいである。これは文化関係クラブ中女子の稽古ごとのように特
殊の技能を必要とするクラブ種目が多いためであると考えられる。
　（ロ）　レクリエーション行事
　レクリエーシ・ン行事を実施していない企業はほとんどないといってよいくらいである。その内
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表4クラブ活動と指導者ならびに謝礼
　体育関係　全産業（238事業所）
ク　ラ　ブ　名
クラブの
ある会社
野 球 288
卓
排
球 199
球
?
球
163
76
指導者の招へい計（％）陣部
47　　　（20．6） 37
46　　　（23．1） 30
42　　　（25．8）
19　　　（25．0）
28
16
サ　　ッ　　カ　　ー
ラ　　グ　　ビ　　ー
57 15　　　（28．3） 13
33
ソ　フ　ト　ボー　ル 38
バ　ド　ミ　ン　トン 69
水 泳 64
ス
? 85
ス　　ケ　　ー　　ト 61
陸　上　競　技 68
柔 道 78
6　（18．・2）
14　　（36．8）
22　　　（31．9）
20　　　（32．8）
5
13
19
15
31　　　（36．g） 20
U　　（18．0）
18　　　（26．5）
33　　　（42．3）
U? 道 58 28　　　（48．3）
?
道 43
体 操 4
登　　山　山　岳 144
ヨ ツ
? 31
18　　　（41．9）
2　（50．0）
23　　　（11．8）
釣
ボ　ク　シ　ン　グ
?
撃
ワンゲル・ハイキング
コ
テ
ノレ
晶
?
?＝?
?
ス
135
7
2
22
27
106
1，794
11　　　（35．5）
19　　　（14．7）
2　（28．6）
0　　（0．0）
2　　（9．1）
5　（18．5）
22　　　（20．8）
456　　　（25．4）
9
16
8
7
3
0
21
10
14
1
0
2
4
　16
307
（17．1）
｝外部
謝礼の
支払い
10 9
16 13
14 14
3 4
2 ．　　2
1 1
1 0
3 3
5 3
11 9
2 ﹈?
2 0
25 22
21 19
15 13
2 2
2 3
1
5
1
0
0
1
　6
149
（8．3）
1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料日経連調査報告）
容は各種各様であるが，体育関係レクリエーシ・ン行事としては，企業体の主催する運動会が圧倒
的に多く・次いで社内対抗競技大会である。社内対抗競技大会のうちでも，野球，卓球，などが多
い。それに最近では若い人のスポーッとして，スキー，スケート，なども多く行なわれている。ま
た最近特に釣が非常に盛んに行なわれてきていることに注目される。
　文化関係としては囲碁，将棋大会，次いで文化祭，撮影会などが盛んに行なわれている。その他
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表5クラブ活動と指導者ならびに謝礼
　文化関係　全産業（238事業所）
ク　ラ　ブ　名
文 芸
聖　　書　　研　　究
英 会 話
俳 句
コ　　ー　　ラ　　ス
音　楽　鑑　賞
書 道
美　術，　絵　画
?
真
映
」
画
演 劇
邦 楽
舞踊（ダンス）
?
道
華 道
手 芸
?
碁
将 棋
マ　ー　ジ　ヤ　ン
?
芸
家 政
音 楽
謡 曲
?
???
クラブの
ある会社
63
33
21
96
120
76
99
91
156
38
55
87
64
113
135
38
162
124
26
30
38
54
53
1，772
指導者の招へい
計　　（％） 内　　部　　外　　部
謝礼の
支払い
16　　（25．4）
14　　（42．4）
16　　（76．3）
67　　（69．8）
70　　（65．0）
18　　（23．7）
77　　（77．8）
60　　（65．9）
58　　（36．5）
4　（10．5）
13　　（23．6）
70　　（80．5）
30　　（47．6）
98　　（86．7）
120　　（88．9）
27　　（71．1）
75　　（46．2）
51　　（41．1）
2　（7．7）
8　（26．7）
31　　（81．6）
31　　（57，4）
45　　（84．9）
1，001　　（56．5）
7
4
1
7
10
10
9
13
18
2
7
7
7
7
5
0
18
13
2
5
2
5
2
161
（9．1）
9 7
10
15
60
60
8
68
47
40
2
6
63
23
61
115
27
57
38
0
3
29
26
43
8
10
55
57
9
62
48
40
2
6
58
25
89
112
26
56
34
0
2
29
26
39
840
（47．4）
800
（45．・1）
（資料日経連調査報告による）
の行事としては，創立記念祭が圧倒的に多く，次いで慰安旅行，海水浴等家族ぐるみの行事が目立
っている。
　レクリエーシ・ン行事の運営主体についてみると，体育関係では，運動会は会社主催のものが圧
倒的に多い。社内対抗競技大会等は，会社と健康保険組合の共催という例がみられる。このような
大会の運営を実際に行なっているのは，親睦団体や各種クラブが主体になって行なわれている。
　文化関係についてみると，文化祭とか，演芸会とかは会社の主催が多しこが，その他のクラブの発
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表会等は，各クラブの主催が多い。
　そのほかのレクリエーション行事では，創立記念祭，慰安旅行，慰安会等は会社主催が多く、釣
は会社主催のものとクラブ主催のものと半々である。海水浴，潮干狩は会社主催と健康保険組合と
ほぼ同じ程度であり，スキー，’スケートは，健康保険組合や労組主催の例が多い。
　レクリエーション行事の費用についてみると，ほとんどの場合会社が負担しているが，海水浴，
潮干狩，みかん狩等など健康保険組合の主催しているものは，健康保険組合で必要経費を負担して
いる。この場合，健康保険組合は一部負担であり，一部は個人負担という例が多い。
　慰安旅行，スキー，スケート，釣等の場には全額個人負担がほとんどであり，会社，健康保険組
合，労組等が主催しても補助程度である。表6，表7，表8はレクリエーシ・ン行事の種類と主
催者についての日本経営者連盟の調査「報告職場レクリエーションの現状」とよる。
表6レクリエーション行事の種類と主催者
　　体育関係　全産業（238事業所）
行事名
摘　要
運　　動　　会
野　　　　　球
ソフトボーノレ
卓　　　　　球
庭　　　　　球
籠　　　　　球
サ　ッ　カ　ー
バドミントン
マ　　ラ　ソ　　ン
柔　　剣　　道
?
相
水
道
撲
泳
ス　　キ　　ー
ス　ケ　ー　　ト
登
?
ハイ　キング
コ　　　ル　　　フ
ボート，ヨット
ノS’ 戟[ボール
行事開催
会社数
主催者および共催者会社階描会瞬彫矯の縫社講社携ラ1そ・他
81　　40
（34．0）（49．1）
175　　15
（73．5）（28，6）
99　　15
（41．6）（15．2）
172　　37
（72．3）（21．5）
132　　32
（55。6）（24．2）
49　　15
（20．6）　（30．6）
23　　　9
（9．7）（39。1）
56　　　14
（23。5）（24．0）
26
（10．9）（30．8）
37　　13
（15．5）（35．1）
24
（10．1）（16．7）
28　　　15
（11．8）（53．6）
59　　　14
（24．8）（23．7）
120　　17
（50．4）（14．2）
90　　15
（37．8）（16．7）
85　　10
（35．7）（11．8）
ll4　　21
（47，7）（11．8）
0
??（）7
??????（
9
?）?（?）???）2???????（
?）???
9
???????）4
??
）6
「?????「??????（
4
???????（
???
1
?????（
1
?????
1
?）0??（??「?
?????5
??
5
??????????）1
???????（???
8
???????（??」?
6
???
8
???）3
??
8
??????（
）1
?）1??）0??（?）???????（??
?（????（????（
）0
??（
3
?）3?????（0???
?ー
3
?）1」??）0??（
???）????（）4
???（????（?）??????????（?????（???????（
7
???????（
7
?「
7
?
4
???）8
???）??????
????????????（?4???（???﹇?
???（???（???????（
）3
?
2
?
2
??????）0???0??（）2?0?
?6
??????（????〔
1
??（???????????
0
??（
???
0
?）4????（5?1??8??（??
??（
0
???
7
??????（）3」?
????
0
?????
3
???）7?????（
????（）3????
??（
）9
??（
7
?????（
0
???
3
????????（
7
??（????（???
4
?）?（?????????（?」?????
）5
?????）9??（9??7「?
?????＝?）3
?????﹇
1
?）
5
??（
0
??（
6
??????）5
??（????（???
0
????（?????
3
?）1????????）???????（
）0
?）9????????
????）0?9?「??（9?
12
（14．8）
22
（12．・6）
26
（26．　3）
30
（17．4）
16
（12．1）
　4
（8．2）
　2
（8．・7）
　3
（5．4）
　3
（11．5）
参加者
経費負
担あり
22
（9．2）（13．6）
12
（5．0）（16．7）
51　　18
（21．4）（35．3）
4
18
3
12
40
2
1
0
1
（｝．　7）・
1
（4．2）
2
（7．1）
1
0
　9　　　11（15．3）
21　［　　　89（17．5）1
　6
（6．7）
　9
〔10．6）
13
（11．4）
　1
（4．5）
　2
（11．7）
　9
（17．6）
68
60
83
12
1
4
（資料日経連調査報告）
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表7レクリエーション行事の種類と主催者
　　文化関係　全産業（238事業所）
行事名
摘要后事開催
　　　t 主催および共催者離数会社陣保共済会瞬彫属の麟湘参誓携ラi・・他
　　　　　　　　64　　22文　　化　　祭　　　　　　　　（26．9h「「34．0）
映　画　祭1 34C14．　3、
演劇祭、ll．、）
　　　　　　　　59音　　楽　　祭　　　　　　　　（24．　8）
美　　術　　祭 64（26．9）
20
（58．　8）
21
（58．3、
12
（20．　3）
17
（26．　6）
0
（0．0）
レ　コ　ー一　ド
コ　ンサー　ト
87
（36．5’
1
（2．9）
0
（0．0’
0
（O．　O、
0
（0．O＞
15　　　0
（17．2）　（0．O、
⊥　　12
（1．6）　（18，8）
会影撮真写 114C47．9）
1
（2．9
3
（8．・8）
0　　　3
（0．0）　（8．3）
（1．、）L孟・）
1　　　5
（1．6）　（7．8、
1　　　4
（1．6）．（6．3）
2　r5（5．9、（14．7）
　4
（11．1）
24
（40．・7）
13
「20．3＼
4
（4．6）
18　　　1　　　4
（15．8）　（0．9）　（3．5）
15　133　　1（17．2）IC37．9）
8　i52
（7．0）1（45、6）
3
（8．3）
5
（8．5）
8
（12．　5）
　9
（10．3、
13
（20．3’
2
（5．9）
1
（2．　8、
2
（3．4
3
（4．6）
5
（2．3、
（、1．，・1（8．。）
0　　　0
（0．O）（0．0）
一1
（2．8）
　6
（10．　2＼
1
（2．　8）
1
（1．7）
3
（4，5）
0
（0．0）
8
r12．5）
2
（5．・6）
3
（5．O）
（1．，）i（11．，）
2　　　2
（3．5）　（3．5）
2
（3．5）
（8V．0）隠，）1（1．、，お．6、
??????
2
3
5
11
18
会論弁会演講 14　　・5（5．9）（35。7）
ダンスパーティ
茶 道
104
（43．7）
53
（22．3）
19
（18．3）
17
（32．1）
1
（7。1）
カルタ大会
俳　句　短　歌
料理講習会
13
（5．5）
37
（15．　5、
41
（17．2、
0
（0．0）
0
（0．O、
2　　　0
（15．4、　（0．O、
4
（10．8）
0
（0．0、
酬（え，，
0
（0．0）
4
（3．　8）
2
（3．8）
0
（0，0）
1
（2．7）
2
（4．9）
19
11　　　51（7．9）1
囲　碁　大　会
マージヤン大会
41　　　4　　　0
（17．2、　（9．8｝　（0．0）
50
（21。0）
　6
（12．0）
0
（0．0）
　6　　　1　　　0
「43．O、　（7．1、　（0．0）
（1細ぐll．、）
3
（5・7、．
3
〔23．1）
1
（2．7）
18
r34．0）
2
‘15．　4）
16
C43．2）
15
C14．4、
5
（9．4）
4
（30．8）
6
（16．2）
，1176≧ム（・皇・、
（1　　　2　　15Q．4、　（4．9）（3δ．6）1（ξ，）
2
（4．0）
（1．。）・ll．。、1（ll．。）
1　　　0
（7，1）　（O．0）
6
（5．　8）
1
（1．9）
1
（7．7）
2
（5．7）
2
（4．・9）
4
（3．8）
3
（5．7）
0
（0．0）
2
（5．7）
1
（2．2）
4　15‘9．8）ト（12．0）
0
（0．0）
フォークタンス
将 棋
?
道
49
（19．3）
117
（49．2）
9
（3．8）
11
（23．9）
23
（19．7）
　1
（11．1）
0
（0．0）
0
（0．0）
0
（0．0）
1
（LO）
0
（0．0）
0
（0．0）
0
（0，0）
0
（0．0）
2
（4．9）
1
（22）
4
（3．4）
0
（O．O）
4　　　2　　　0
（8．0’@（4．0）　（O．0）
17　　4
（37．O）　（8．7，
（9．，（1．，）1（8．。）
14
（12．0）
2
（22．2）
42
（35．9
4
（44，4）
11　　　7
（9．4）　（6．0）
0
（0．0）
0
（O．　O’』
4
（3．4）
2
（22．2）
0
（0．0）
1
（0．8）
0
（0．0）
（8．。）i・
11
（10．6）
4
（7，4）
44
23
（1
V．7）・
5
（12．9）
0
（0．0）
14
19
（9．、）133
3
（6．　0）
8
（17．3）
24
6
16．、，i27
0
（0．0）
4
（資料日経連調査報告）
表8レクリエーション行事の種類と主催者
　　保養慰安行事　全産業（238事業所）
行事名
摘要
慰　　安　　会
旅 行
納涼　大会
釣
海　　水　　浴
潮　　干　　狩
園　　遊　　会
行事開催， 主催および共催者会社数剰酬労組陰矯の縫編参勤毒社像1そ・他
12旦。）1（6363．0）（9。）
144
（60．5）
23
（9．7）
84
（35．3）
114
（48．3）
15
（6．1）
11
（4。6）
82　　　4
（56．5、　（2．8）
　9　　　1
（39．1）　（4．3）
24
（28．6）
31　　26
（27．2）（22．8）
4　　　4
（26．7）（26．7）
　8
（72．7）
7
（7．0）
3
（2．1）
1
（4，3）
6
（3．6）
10
（8．8）
1
（6．6）
0
（0．0）
5
（5．0）
9
（6．3）
1．
（4．3）
29
（34．5）
10
（10．　0〕
16
（11．1）
　3
（13．　0、
6
（7．1）
2　　　2
（2．0）（2．0）
3
（2．1）
2
（8．7）
1
（1．・2、
3
（2．1）
1
（4．　3、
7
（8．・3、
4
（4．0）
5
（3．5）
0
（0．0）
2
（2．　4）
8
（7．0）
1
）0
（　1）
（2　0）
　7
（8．3）
参加者の
経費負担
あり（社）
8
（7．　0、
0
（0．0）
0
（O．　O、
7
（7．1）
1
（6．1）
0
（O．O）
4
（3，5）
0
（0．O）
1
（0．9）
0
（O．　O、
0　　　0
（0．0）（O．　O）
15
53
3
58
19　　　　55（16．・7）
　　　4
（6．6、（26．7）
1　　　2
（9．1）（18．2）
6
0
（資料日経連調査報告）
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4．　レクリエーション施設
　レクリエーション関係の施設といっても，その種類は非常ec多く一様ではない。施設はレクリエ
t－一・ Vョン活動の場としての土台となるべきものであるから，レクリエーション計画の実現を裏付け
る場として，レクリエーション施設や，関係用具をできるだけ整備してゆくことがレクリエーショ
ン活動の推進とつながるのである。しかしながら施設がかりに充実しているからといって，必ずし
もレクリエーション活動が活発に行なわれているとはいえない。種々の施設がいかに有効に利用さ
れているかが問題である。かりにいかに立派なレクリエーション施設を完備していたとしても，そ
れらの施設が遊休化していたり，また一部のクラブ部員に専有化されているとするなら馬平日の
就業時間は使用されていないのであるから，一般従業員にとっては有効に活用されず，無縁に近い
存在であり，レクリエーション活動の場として利用されていないことになる。
　このようなことから考えるならば，休憩時間とか，昼休み時間とかに通常簡単に利用できるよう
なレクリエーション施設の充実を図るとともに，これら施設を一部のクラブ部員に占有されること
表9レクリエーション施設
（イ）大企業（40社） （ロ）　全産業（238社）
施設を持つ会社
（設置率’（％））
体
?
館 10　（25．0）1体 ? 館
野 球 場
?
　ラ　　ウiラグビー，サッカー，陸上）ン
?
テ ニ　　ス　　コ 一
?
ノぐ レ　　ー　　コ 一
?
コ“ ノレ
?
バス　ケ　ッ　ト コ　　ー
?
相 撲 場
?
道 場
18　（45．0）
14　（35．0）
30　（75．0）
21　（52．5）
3（7．5）
5（12．5）
6（15，0）
13　（32．5）
??合?????
?
一コ【レバ
?
一コ
?
ツ
?
スパ
?
【コスニ
?
??
［コン
?
ン、、、
?
バ
場球野
??
一
??
剣柔
施設を持つ会社
（設置率（％））
39　（］、6．4）
22（9．2）
31（13．0）
113　（47．5）
50　（21．0）
122　（51．3）
37　（15．5）
103　（43．3）
50　（21．8）
プ ノレ 8（20．0）
?
球 場 9（22．　5）
瞬合グ・ウ・ド 8（20．0）
ボ　　ー　　ト　艇　　庫 2（5．0）
卓
? 捌・34（56・・）
睡合グ・ウ・・
?
道 場
相 撲 場
ヨ ツ
?
2（5．0）
??
　ラ　　グ　　ビ　ー　場
ス
?
場 1（2．　5） サ　　ッ　カ　　ー　場
40　（11．8）
16（6．7）
4（1．7）
3（L3）
3（L3）
コ ノレ
? 場 3（L3）
そ の 他 12（5．・0）
資料　日経連調査報告
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表10保養関係施設全産業（238社）
施設を持つ
会社
（設置率％）
所
?
主 別
会社健保陪副そ・他
海 の 家i・54（…） 39（25．3、 （199）1（匠1．、）
?
の 家 83　（34．9）
25
（30．1）
保 養 所113（47．5）
クラ7“C一・刈54（・2・・）
健　　保　　会　　館 3（1．3）
23
（20．4）
39
（72．2）
そ の 他
）0（
2（0．8）
??
（
24
（28．　9）
55
（48．7）
　3
（5．6）
3
（100）
）0（
33
（39．6）
13
（11．5）
8
（14．8）
）0（
）0（
18
（11．7）
　1
（1．4）
22
（19．・4）
　4
（7．4）
）0（
2
（100）
　　　　資料日経連調査報告
　　　東京都労働局調査資料（38．1・10）
　　　　規模別文化体育施設々置率
　　　　　設置率（46．0％）　　299以下（46．0％）　　300以上（87．1％）
　　　　産業別文化体育施設々置率
　　　　　製造業（49．7％）　　金融保健桑（46．6％）　　サービス業（45．5％）　　卸売小売業
　　　　　　（28．・0％）
　　　　文化体育施設別設置率
　　　　　読書室54．4％　　運動場23．9％　　卓球場81．3％　　野球場17．0％　　テニスコ
　　　　　ート20．9％　　バレーコート23．9％　　体育館4．9％　　柔道場0．9％　　バスケ
　　　　　ットコート0．9％　ボート0．4％　釣舟0．4％　プール1．3％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1，000人以上の規模のみ）
なく，一般従業員が積極的に利用できるように，また多目的に利用できるように運営され充分に考
慮されるべきであると考える。
　次に山の家，海の家，保養所のように，観光地に設けられる施設は，外的条件や利用度を充分考
慮に入れて，施設の効果や，経済性を考え合せて設置されるべきである。またそれらの施設に備え
つける用具についても利用度や，貸出し希望の多い順に備えて行くようにすればよいように思われ
る。
　体育関係施設の設置状況は表9のとおりである。（イ）は今回の調査（ロ）は日経連の調査報告
である。表10は保養関係施設である。
　この調査から体育関係の施設を見ると，最も普及して設置率の高いのは場所的，敷地的な関係も
あって，テニスコート，バレーコ・t－・トである。次いで野球場，グラウンド（陸上，ラグビー，サッ
カーを含む）等となっている。また武道場の設置率が比較的高いのは注目される。
　　日経連の調査報告と比較してみると，日経連の調査では卓球場が最も多い設置率を示している
が，我々の調査ではそれほどでもない。
　その他の種目の設置率について見れば日経の調査報告よりはるかに各種施設とも設置率は上まわ
Nっている。これは日経連の調査が中小企業を含めた全産業を対象としているのに対し，この調査が
大企業を対象とした結果と考えられる。
　屋内施設
　　屋内施設には，体育館，武道場，卓球場等があげられるが，これらの施設はできるだけ従業員の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一42一
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多くが利用できるためには，構内かあるいはそれにできるだけ近い場所がよい。しかし敷地の関係
から至難に近いといってよい。
　まず体育館についてみると近年ますますデラックス化されて行く傾向にあるが，その規模は多種
多様で，バスケットコートー面だけのものから，柔剣道場，卓球場，集合室までを持っているもの
もある。施設の規模や内容はまちまちであるが，最低の付属施設として器具用具室，男女別ロッカ
PtCシャワー室はぜひとも必要であると考えられる。
　屋外施設
　施設の中で最も多いのは，バレーコート，テニスコートである。これは比較的敷地をとらないた
め構内に設置されている場合が多いが，綜合グラウンド，野球は敷地の点から郊外に設けられてい
るのがほとんどある。このようなことから綜合グラウンドには，クラブハウスが設置される場合が
多い。このクラブハウスも規模は種々あるが，管理室，集会室（簡単な食事ができる），用具室，
男女更衣室，シャワー室等が設けられている。
　次に都会などの密集したビル街等では屋上に金網を張り，バレーコートやゴルフ練習場にしてい
る例が多い。
　保養所，この施設は広い年令層に利用され家族ぐるみで利用されているのが特に目立っている。
設置率も非常に高く，開設地は温泉地におくことが多く，健康保険組合の設置が多い。この施設も
近年デラックス化の傾向にあり，環境，設備とも優れたものが多い。なお健康保険組合，企業とも
に保養所として旅館と契約するところも多くなってきた。利用料については一泊二食で500円前
後というのが普通で他に利料用として100円～200円程度徴集する所もあるが，大抵利用料，食
費代とも含んでいる所が多い。娯楽施設用具としては，テレビ，ラジオ，囲碁，将棋，マージャン，
卓球用具等を備えている。他にボt－一ト，釣道具，自転車，子供遊具，テニスコート等をおくところ・
もある。
　山の家，この種の施設は，ここ2，3年レジャーブ・一一ムの波に乗って非常に設置率が高くなって
きている。スキー宿としてまた登山の基地としての性格を持っているものとして，志賀高原や赤
倉，谷川などに設けられるものと，避暑などを目的として施設そのものを楽しむ山荘的な性格のも．
のとして，軽井沢や山中湖畔などに設けられるものと二種類ある。
　このような施設は会社，または健康保険組合のいずれかの所有が多い。利用度は季節によってか・
なりの相違がある。付備用具としてはスキー，スケート，登山用具，ボPtト等がある。
　海の家，この施設は他の施設と異なり期間が非常に短かく夏のニケ月に限られているので比率か
らいって圧倒的に借上げが多い。
　利用者は非常に多く家族ぐるみで使用するのが多いのでできれば，一ケ所に限らず二，三ケ所場
所をかえて設けられれば理想的であると考えられる。施設はできるだけ海に近い所がよく，宿泊が
できるようであればこれにこしたことはない。設備としては，浴室，シャワー，水着洗い場等はぜ
ひ必要である。
　以上，レクリエーシ・ン活動の実務として組織，活動，施設の面から考察してきたが，組織の面
一43一
明治大学　人文科学研究所紀要　第三冊
からは，レクリエーション活動の管理母体となる職制が確立されていない所が非常に多い。新しい
労務管理の一環として充実した計画的な活動が必要なように思われる。現在，厚生課，教育課，労
務課などで担当している所でも，その中にレクリエーション専門の係をおいてこれを担当して行く
ようにすべきであると考える。また活動の面からは，一部のクラブ員の活動や対外試合を目標とし
た選手養成とかに限らず，全従業員が参加できるようにクラブ活動を大衆化し，誰でも手軽にスポ
ーッができる方向に重点をおいて活動してゆくべきであると考える。費用の面では企業側が1レク
リエーション活動に多額の費用を支出しているが，ほとんどこれに依存している状態であり，これ
だけに依存することは，企業の好，不況によって従業員のレクリエーション活動が支配される危険
性が多分にある。現実に不況になればただちにレクリエーション費の削減となって現われ，正常な
レクリエーシ・ン活動ができなくなる可能性もある。レクリエーション活動が自主的，民主的に行
なわれている以上，会社側にのみ依存することなく，ある程度従業員も費用を負担してこそ本来の
レクリエーション活動ができるものと考える。施設の面ではまだまだ不充分ではあるが，しかし単
一企業体でレクリエーシ・ン施設のすべての面を拡充，整備してはゆくの非常に困難に思われる。
そこで今後の課題として，地域社会における各種企業体の共同，あるいは同種企業体の共同による
レクリエーション施設の拡充，整備という方向に進むべきであると考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（黒　田　信　寛）
VI．種目・年令別レクリエーション
　レクリエーションの分野は多くの課題に答えるために主として体育学・教育社会学・教育心理学
・社会福祉学行政学などの関連領域に依存している。我国においては「余暇活動」・「厚生活動」
・「休養と娯楽」・等の言葉が用いられている。要するに余暇を有効にかつ賢明に使うことであろ
う。
　レクリエーションの目的は個人的には年令的に差別なく，健康の増進をはかり，毎日の仕事や色
々の対人関係から生ずる緊迫を解消しさらに教養を得たり生活を豊かにすることであろう。しかし
我国では余暇を充分もったりまた少しの余暇を充分活用するだけの経済的背景の点に問題がある。
　我国では従来から多くのレクリエーションに関する調査研究が進められてきたがこれらの調査研
究活動は個人的経験というだけにすぎない。レクリエーション関係者の発表はその人の所属する都
市・農村・あるいは一部局で行なわれているものを取扱っているものが多い。それは実際に毎日扱
っている問題が多く，その問題に対する個人的な処理についてである。
　この方法は客観性を欠くのみならず問題の解決に寄与している指導者の人格や能力のような重要
な要素を見のがしがちであるが一応の傾向を知ることはできると思われる。
　余暇は決して各人の基本的生活と離れて存在するものではなく，むしろ基本生活職業生活あって
の余暇でありそれがあって初めて余暇の過ごし方が問題になってくるのである。
　今度一般社会人男女および大学生1・2年男女（教養課程）を対象として各々余暇をいかに活用
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しているかを知るために東京およびその周辺の一般社会人男子1，106人・女子488人男子学生
（明治大学和泉校舎）1847人・女子学生（明治大学和泉校舎）255人に対して第1表（男子）第3
表（女子）のように社会人は男女各々50才以上・40才代・30才代・20才代・10才代に分けて
学生と共に男子48種目，女子53種目にわたって余暇の活用状況を種目別に調査し各年代にいか
なる特徴があるかを考察し併せて男女大学生の調査と比較しいかなる相違点を見出すことがでぎる
かをためしてみたのである。
　第2表は前記第1表の男子調査種目48の内身体活動をともなうもの（第2表A）軽度の身体活
動をともなうもの（第2表B）身体活動をともなわないもの（第2表C）の三つのグループに分け
各々実施率の高い10種目ずつをピックアップしてその比率をとってみたのである。
　男子においkは50才以上および40才代は一一般に考えられるように身体活動をともなう種目の
実施率は非常に低くわずかに野球が50才以上で11．6％40才代で19．　3％と少々行なわれてい
る。軽度の身体活動をともなうものではゴルフが50才以上14．4％40代28．9％とかなり高い
率を示している。
　これは我国で野球というスポーツの大衆性およびゴルフ・ブームのあらわれともみられる。その
反面身体活動をともなわないものでは旅行50．代以上55．3％・40代58．9％映画，37．0％・45．2
％とかなりの高率を示しているのである。
　30才代においては身体活動をともなう種目のうち野球39．5％，卓球26．7％，登山23．1％と
なっている。軽度の身体活動をともなうものでは水泳の59．1％が目につく程度である。身体活動
をともなわないものでは映画，70．8％・旅行60．5％・読書48．0％麻雀44．8％・パチンコ47．　4
％と非常に高率を示しているが一つの特徴として40代よりもゴルフの実施率が低いことがみら
れるがこれはある程度経済的な面からではないかと思われる。
　20才代においては身体活動をともなう種目のうち登山43．2％・野球38．7％・卓球35・1％・ス
キー36％と実施率が高くなっている。
　軽度の身体活動をともなうものでは水泳が76．3％で非常に高く次いでハイキングの48．5％と
なっている。また身体活動をともなわないものでは映画78．8％旅行56．8％パチンコ54．1％と
なっている。
　20代においては余暇をスポーツ的にまた娯楽的に過ごしているといえる。
　10代においては身体活動をともなう種目では野球70．2％卓球62．1％ソフトボール45・9％と
実施率が高く軽度の身体活動をともなう水泳72．　9％と共に身体活動をともなわないパチンコ75．6
％映画75．6％となっている。
　これは10代が身体の発育時期にあり余暇の利用も身体および活動的であることを示していると
同時に映画・パチンコ・等の多いことも一つの特徴であると思われる。
　これは現在の少年の趣味・娯楽が大入の領域に入りつつある一つの傾向ともいえるのである。大
学生1，2年は年令的には10代の一般社会人と同じであるが余暇の利用は身体活動をともなう種
目では野球・ソフトボール・卓球・と高い実施率を示している外，バレーボP一ル・バスケットボー
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ルがかなり高い率を示しているのは現在の日本では野球・卓球は，大衆一般に充分根をおろしてい
るが，バスケット・ボール・バレーボールは中学・高校・大学では体育として実施されているが，
大衆一般にはまだまだ，理解されていないともいえる。水泳が一般社会人学生を問わずかなり高い
実施率を示していることは日本が気候，および海・河川にめぐまれていることが第一にあげられる
のではないかと思われる。
　身体運動をともなわないものでは映画が非常に高い率を示していることは10代・20代・30代
と変りないが読書が高率を示していることは学生の本分が勉強であり，本を読む機会が多いことに
もよると思われる。
　音楽もかなり高率を示しているがこれa＊　一一般社会人よりも大学生の方が音楽というものを理解す
る程度が高いのではないかと思われる。パチンコ・麻雀の実施率の高いのは10代・20代・30代
と変りなくいかに戦後日本の国民性に合った遊戯であるかがわかる。我々は大学生と同じ年代の一
般社会人とでは余暇の利用方法も大分異なっているのではないかと思っていたのであるが第2表
（A）（B）（C）にみられるように身体活動をともなう種目・軽度の身体活動をともなう種目およ
第1表（男子） （種目，年令別実施状況）
年令
50以上
40代
30代
20代
10代
裳、釜垂
??
??
181
197
281
447
37
1，847
計1　・・9S3
年令
??
??
・・LXk｝・81
40代1・97
野
球
??〜?? ッ???ー? ?
21　　　7
38堰E・
111　　41
ノぐ
レ
1ボ
　1
　ノレ
?ッ??ー??ー柔
道
剣
道
相
撲
??ィ??????????????
・1…　　534・321・7
42
?? ・・1・｝3i・「i－　・1’　・1・
?
1173
26
・　・1・・　8
…134
17 4
78い引・巨gl・
…　163・
7　3　6　，121
11，3431，160
1，712
卓
球
1，336
???????
11
??
???
・・代i28・U　75
・・代1447i1・57
…55・1235巨6・2・2i・28巨94
558669・64　117・245・5・222
?ー??????
??
・al
・125
37
5　　57
21　　53
???
23
32
64
?????
26
20
32
651・・S6i　13129
登
?
?????
・｝・Q
13 48
散
歩
92
65
193
82
101　126
217　　170
・61　・7］24い8
・1・1・1・
…　1・271・・　1227
・・51・63　［…i・・7
水
泳
33
73
166
?ー?
10
釣
48
14　　73
55ｵij
　社
　豪
　タ
　ン
　ス
　8－　8
34・1・・7・13　112・
・・代　371237
rs、筆垂11・84中5・139・
　4
181
　3
230
921・5・511627・5
33912191561185・9・8　li・17・1　614
　　61　6　 ＿
・・6k竺
　　　　　1言十 ・　 2，953　11，118　　　524　　　2234 4158・1328855・・26…394　ll・S・8　i　8258441445
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び身体活動をともなわない種目ともほとんど差がないことが明らかである。
　学生は身体活動をともなう種目の実施率37．8％，一般社会人10代は37。O％軽度の身体活動
をともなう種目は学生27．52％一般社会人10代27．00％，身体活動をともなわないものは学生
44．61％一般社会人40．33％となっているでのある。
　女子においては第3表にあらわれているように50代以上で身体活動をともなう種目の実施率は
ほとんど0に近く軽度の身体活動をともなうものがハイキング10％散歩33．5％と少々行なわれ
ている。余暇の大半は旅行56．9％読書40．　2％映画40．2％とほとんど身体活動をとなわないも
のが多く行なわれている。
　40代においては身体活動るともなう種目として卓球6．3％バドミントン7．6％水泳17．7％と
少々の実施率を示している。しかし余暇の大部分は映画54．4％読書54．4％裁縫48．1％旅行
51．9％とほとんど50代以上となんら変ったところはみられないのである。
　30才代においては身体活動をともなう種目として登山11．9％バドミントン10．2％スキ・－8．5
％ラジオ体操11．9と大分広範囲に行なわれている。しかしハイキング44．1％散歩42．4％水
泳33．9％と軽度の身体活動をともなうものはかなり高い実施率を示しているのである。身体活動
年　令
55以上
40　代
30代
20代
10代
tr，、筆§
計
年令
?????ォー???????
181
197
281
447
37
1，847
2，953
??
??
・・P・k1・8・
40代
30代
20代
10代
計
197
281
447
37
1，847
2，953
1
1
5
45
5
319
376
研
究
??ー
10
13
65
161
10
380
639
旅
行
・・ P…
6　　116
20
26
1
199
263
170
254
12
923
1，575
??ー?
4
6
25
127
15
??ー?
?ー??ー
0
1
1
18
13
630　　187
807　　220
???ョ??
6
10
16
16
8
177
233
絵
画
7
5
12
20
0
196
240
???ー?
6
11
17
42
10
208
294
文
学
6
9
13
33
0
236
287
?
碁
63
67
88
85
5
301
609
音
楽
17
18
66
154
将
棋
麻
雀
49　　37
54
95
119
13
695
1，025
演
??
11
20
25
31
14　　　2
811 117
63
126
199
12
614
1，051
映
画
67
89
199
351
（28）
1，080
1，372
2・6　i2…6
????
23
33
69
107
13
871
，116
?
芸
66
58
43
16
3
117
303
花
札
10
13
26
59
2
400
510
???
12
10
13
44
6
397
482
???
28
55
131
242
（28）
1，018
1，502
読
書
67
87
143
221
22
1，198
1，738
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表2
　（A） 身体活動をともなうもの （％）
年
令
50才以上
40才代
30才代
20才代
181人
197
281
447
1・才州 37
美隼、，、年巨・・4・
?
??? 2，953
野
球
1／．6
19．3
39．5
38．7
70．　2
?
?
トボ
，1
ノレ
バボ
ス1
ケル
ツ?
ノぐ
レ
1ボ
　1
　ノレ
卓
…い・622
10．　2
巨・・
1　22・　6
1・…
1．0　3，6
2．5　8．5
7．　6　17．4
10．8 13．5
球
3．3
72・5奄U2・6
8，6
26．7
35．1
62．1
・7・・529・・1　45・・
41・g撃＝E同・・3・2・・［・…
??ー
5．5
6．6
23．　1
36．0
27．　0
20．7
19．8
??ー?
2．2
3．0
8．9
28．3
40．5
34．0
ノぐ
ドミ
　ン
　ト
　ン
4．4
9．6
13．2
14，5
18．9
21．1
19・・堰E3・6
登
?
4．4
6．6
23。1
43．2
40．5
30．3
24，7
?ー?
5．5
7．1
19．6
26．2
40。5
1　33・　・
22．0
平
?
4．4
7，6
18．　0
27．0
37．0
37．8
21．9
（B）軽度の身体活動をともなうもの （％）
年
令
50才以上
40才代
30才代
20才代
釣
水
泳
181人26．5　18．2
197
281
447
・・才代1 37
学生
大学1，2年
計
1，847
2，953
37．0
34．9
25．3
16．2
27．3
27．9
37．0
59．1
76．3
72．9
63．6
54．6
散
歩
50．8
41．6
44．8
38．0
43．2
49．0
44。6
???????
・6・6巨2・・
24．4
45．9
48．5
40．5
45．9
35．3
16．2
22，8
25．3
24．3
18．　3
19．9
コ
レ
?
?
14．4
28．9
18．9
12．5
8，1
12．4
15，9
?
転
???
6．6
5．1
4．6
9．8
16．2
21．4
10．6
????????ー?
・．・13．・3
4・・ l…
13・・「・
26・・1…
16．2
14．3
13．2
27．0
IL2
10．4
? ???
14．4
10．2
8．　2
6．5
5．4
11．8
9．　4
平
?
16．79
21．01
24．93
27．84
27．00
27．52
24．10
（C）身体活動をともなわないもの （％）
?
令
・・才以到
40才代
30才代
20才代
10才代
学生
大学1，2年
　計
181人
　197
　281
　447
　37
1，847
2，953
旅
行
55．5
58．9
60．5
56．8
32．4
49．8
52．3
映
画
37．　0
45．2
70。8
78．8
75．6
74．1
63．6
音
楽
9．4
9．1
23．5
34．4
37．8
43．8
26．3
読
書
????
・7・・ P・5・6
40．1
48．0
49．4
59．4
67．7
50．3
27．9
47．4
54ユ
75．6
55．0
45，3
花
??
5．5
6．6
9．2
工3．2
5．4
21．6
10．2
???????
12．7
16．8
24．6
23．7
35．1
47．0
26．7
20．4
32．0
44．8
44．5
32．4
33．2
34，6
将
棋
27．1
27．4
33．　8
26．6
35．1
37．6
31。3
?
碁
34．8
34。0
31．3
39．0
13．5
16．3
28ユ
平
?
25．48
29．80
39．39
42．Q5
40．33
44．61
36。90
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表3　女子（種目，年令別実施状況および比率） （下段％）
?
令
50代以上
40代
30代
20代
10代
学生（大学）
　1，2年
?
?
50代以上
40代
30代
29
79
59
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野
球
0
?
?
トボ
1
ノレ
0
?????
???? 0
バボ
スi
ケル
?
?
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0
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3
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??????“コ
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?
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0
0
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　　959　115．3
????ー??ー??ー?ー
????
???
釣
???
1
?? ??ォー?????
??? ???? 》? ??「???
0
??
，．ll，，II　3．1！、．　ll、、．1「，．　ii，．1
3
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????0
0??
5
11．O
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????
????
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8．??
7
? ???
?
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登
?
?????散
歩
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水
泳?
3
　　2　20　17　14・5．f　　2．525，321．5．17．7
　　7　26　25　20・1、．；、、．944．、42．433．9??
14
14．9
38
33．314．1　3．710．614．9
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2．0
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?ー?
0??
ロ
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　卜
?
碁
0
0
将
1棋??
0
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をともなわないものではやはり50代以上40代と大体同じように映画86．4％旅行76，3％裁縫
57．6％手芸47．・5％と非常に高い率を示している。
　20代においては身体活動をともなう種目のうち卓球33．0％バドミントン30。8％登山29．0％
スキー24．6％スケート30．　4％と大幅に実施率が高くなってぎている。更に軽度の身体活動をと
もなうものではハイキング62．9％水泳60．3％社交ダンス34。3％と非常に高くなっている。身
体活動をともなわないものでは映画77．4％読書68．2％旅行57．6％裁縫51．9％とほ．とんど変
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っていないのである。10代においては身体活動をともなう種目のうち卓球47・9％バレーボー一．ル
31．9％バドミントン30．9％登山31．9％スケート39．　4％　とスポーツ的なものが盛んに行なわ
れているのである。
　軽度の身体活動をともなうものではハイキング71．3％水泳74．　5％と各k高率を示している。
身体活動をともなわないものでは映画87．・2％読書78．7％旅行64．9％裁縫58．5％とあまり変
化はみられないのである。
　これら一般社会人女子に対し女子大学生は身体活動をともなう種目のうち実施率の高いのは卓球
43．5％バレーボール37．2％バドミントン33．3％スケt・一・・ト32，5％で一般社会人10代とあか
り差は感じられない。
　軽度の身体活動をともなうものもハイキング63．9％水泳71．3％とほとんど同じである。ただ
身体活動をともなわないものでは映画72．　9％読書73．3旅行59．6％音楽53．7％裁縫73．3％
と少々の差をみることができる。’
　以上のように女子の余暇利用の傾向として考えられることは各年代層に映画の占める比率は非常
に高く，次いで旅行読書水泳もかなりの高率を示している戦後日本は家庭生活が改良され主婦にも
余暇を利用し楽しむということができるようになり，以前のように主婦は家の中において家事VC追
われるということはだんだん変ってきているのである。また女子もスポーツと余暇活動の1つとし
て行うような傾向が10代・20才代の年令層においてみられるようになったのである。
　一般社会人女子と，女子大学生とでは一般常識的に考えて各々余暇の活用法，および各種目実施
率において，かなりの相違があるのではないかと思われていたのであるが，この調査によるとほと
んど差のないことがわかるのである。
　男女を問わず一般的な傾向として第2表A，B，　Cにあるように我国では余暇の利用状態は身体
活動をともなわないものすなわち娯楽的な面に利用され，次いで軽度の身体活動をともなうものに
利用され本当にスポーツ的な面ec利用されているのは10代20才代の年令層を除くと非常に低い
状態である。
　以上のように集計結果から年代別に一応の傾向をみたのであるが今後，レクリエーションに対す
ゐ調査研究は各部門で盛んに行なわれることと思うが必要とする問題点はある調査法を適用する場
合に起こってくる地方的な問題をもっている。勿論調査方法は多くあるけれど実地調査に当る者に
とっては地域社会のレクリエーシ・ン問題に対して信頼性のある測定方法がほとんどないことも明
らかである。調査形式，インタt－一ビュー一の計画，評価の基準，質問紙調査などは，発展させるぺき
調査方法のいくつかの形式である。レクリエーションのために妥当性があり，信頼性のある方法を
作り出す仕事はレクリエーション関係者の責任ではなくてこれは調査に従事する者の責任である。
　調査技術としては調査目的が設定される前に方法手段を選んだり構成したりすべきではなくて以
前に調査計画の枠の中におおよその目標を描いておかなくてはならない。
　調査の信頼性を確かめもし不満足ならばそれは用いるべきでなく調査に従事する者はよく訓練さ
れていなくてはならない。　　　　　　t
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　また結果の集計分析は綿密であり調査から得られて資料の性質に応じて集計分析方法を選ぶ際に
おいても適切でなければならないのである。
　我国においても戦後レクリエーションについての調査研究がいろいろの分野から行なわれており
特に，その一つの基礎をなす生活時間調査，余暇時間余暇活動の調査，レクリエーシ・ンについて
の意義や関心の調査等も行なわれているが，ようやく，初段階であり，生活時間調査一つを取上げ
てみても，その方法が確立しているわけではなく，その制約や限界等でついては，なお多くの検討
の余地が残されているのにある。
　昭和37年度に実施された。「スポPtツに関する世論調査」（内閣総理府および文部省体育局の結
果によると，青少年（18～24才）の大部分（男子70～80％，女子50～60％）はスポーツをする
のが好きと答えていて，嫌いな者はほとんどいない。しかし日頃よくスポーツをやっているのは
20～30％の青少年で，残りは時々，あるいは，たまにやる程度である。そしてこれらの青少年の
大部分は運動の必要性を感じているにもかかわらず，やりたくてもできないと答えている。
　時間的余裕や適当な施設のないこと，やる相手や仲間のいないことなどがその原因となってい
る。特に小零細企業に働く人々は，その点恵まれておらず，スポーツに対する欲求も強いものをも
っている。身体活動を必要とする種目として我々の調査結果と大体同じように男子の場合野球（73
％）が最も多く，卓球（44％）がそれに次いでいるが水泳（海水浴）　（40％）登山，ハイキング
（36％），キャンプ（21％），スキー（12％）などの野外活動が多くの割合を示している。更に今後
のやりたい種目としては，スキー，登山ハイキング，ヨット，ゴルフ，サイクリングなど野外活動
を希望しているものが多いという点から考えても，野外活動が青少年のスポーツ活動として一層重
要な位置をしめてくるだろう。
　最も大きな問題としてスポ…ツ施設の不足をあげることができると思う。
　特に野球場等のグラウンドについては約半数（46％）の人が増設を希望している。
　これは小零細企業等に従事する人の大部分が直面している時間的余裕がないことと併せて今後大
いに工夫改良されなくてはならないことと思う。　　　　　　　　　　（増　田　靖夫）
VII．休　日，休　暇
　休日とは，国民の祝日（年間9日）年末年始等の週休以外の休日をいう。
　各種企業体を規模別に5000入以上，1000人以上，500人以上，100人以上，100人以下の5
つに分類して検討する。
　（表A）は各規模別に日数からみたパーセントである。この表から判然とすることは5～9日，
10～14日までに約80％の企業体が含まれている。しかし規模別には必ずしも一致していない。
すなわち大企業においては15～19日の方にまたがり90％を上まわる率を示し，中小企業の休日
より，多い休日をもっている。
　次に休日の種類からみると，国民の祝日は大中企業の100％に対し小企業にごく少数の規定を
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表D特別休暇 （％）
〜?????﹈
計1・・1　33・1
5，000人
　以上
二1・・3
1・°I全1・・
500一　　　　1．5　以上
100人
　以上 4．6
’°禔c
14．1
29．2
37。4
51．3
10???
45．8
67．8
62．9
48．9
42．5
30．5
15???
16．1
27．6
5
　
02
402
15．4
8．8
20
O．7
1．3
1．5
LO
???????????????
5，000人
　以上
1，000人
　以上
??? ????
繁睡騰睡鷹
98．7
94．6
5°H全．89・8
阯
　以下，
・7・・P9・・1
73．2　95．6
56．1
100人80．　2i　45．　7
1°°人i　55．34・．・
97．8
84．1
69．0
29．5
35．7
25．4
19．5
17．6
95．4
96．6
97．8
91．7
70．0
有給
87．6
77．8
63．4
50．7
47．5
????
規定
塑100．0
99．5
99．3
94．6
77．7
有給
88．8
78．9
65．4
48．8
45．1
表B　休日の種類，休日の定めの有無，有給無給別
?????????
総合計
5．　000人
　　以上
1，000人
　以上
500人
　以一ヒ
100人
　以上
1，297
152
205
137
409
’°ﾕ　394
国氏の祝日 年末年始 盆 その他匠デ榛諾
????????????????????????
492
95
117
60
123
87
710
48
69
62
246
285
98
9
19
15
36
19
488P　736
99　46
125　70
61　66
123261
・・「293
582・・P　46823
・『?m・
・・4・p334
　　24　38　　510
1664o6610
　　58215　　315
140
30　23
34　19
16　22
定な
めし
??
無
給
????
235巨3　囲
　・1
［】・5・1・46・88
　－ggi　485149
・・P78
3・P93
・・93・93・3316巨・7
9780153668
＿LLu－　　　　　　　　18
　　　　　　　　19
729571　92　83
　268　　16　　47　　302
47
??
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もたないもの泰あるのが目立っている。これと同様のことが年末年始の休日にも表われている（表
B）
　次いで盆の休日は規定璽ないものが40％以下の企業体にあるのがわかる。これは盆の休日が夏
季にあたっていることが原因とみられる。それは夏季における各種企業点の従業体の出勤率および
能率の向上健康管理等の労務管理上の目的から特別休暇を実施する傾向が目立ってきたことが原因
と思われる。
・… ?E…人1…人1…人｝…人肝
23．・7％ ・3・・％19・・％D・％｝ 5．3％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（夏季特別休暇実施率）
　その他は労働者の祭典であるメーデーそれに，それぞれの会社の記念日等の休日が休日として実
施されている。
　その休日が有給であり，または無給とその企業体により多少異なっている。（表B）
　休日だけに関しては，大企業ほど休日の規定がよく中小企業となるに従って，その規定が低くな
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っていることがみられる。
　休暇
　次は休暇いわゆる年次の有給休暇について検討してみよう。
　年次有給休暇については，大部分（95．8％）の企業体が規定をもち実施している。
　しかし小企業体において行なってないものがみうけられる。
　有給休暇の日数は，労働基準法による勤続1年で最低6日とされ，さらに勤続年数が1年増すご
とに1日ずつ加算し，休暇日数20日以上については与えることを要しないとされている。調査の
結果によると15年で20日としているのが大部分である。
　勤続1年，5年，10年はそれぞれ法規で定められた最低基準日数（6日，10日，15日）を上回っ
て与えられている。　（表C）
　なお，年次有給休暇の繰越規定のある企業体も各種とも7～8割程度あり，繰越できる年数は1
年が圧倒的に多くこれらのうち80％となっている。
　特別休日段
　特別休暇としては，女子の生理休暇，産前，産後休暇，結婚，忌引休暇がある。（表D）
　以上の休暇のうちで，休暇規定の最も多いのは忌引休暇で91％ついで結婚休暇の87％産前，
産後休暇の84％生理休暇の78％となっている。この傾向は各種企業体とも大差なく他の休日休
暇と同様中小企業と規模が小さくなるにつれて，そのパーセンテージは減少している。
　この特別休暇は女子に関連あるものが多いので特に女子従業員の多い業種に多く規定されてい
る。
　休日の利用について
　休日の利用については，まず週休の利用があげられる。1週間1日の休日はレクリェーションの
定義ではないが，明日の労働へのために利用されるのを，はじめに家庭サービス自己の身辺を含む
家事労働に利用されている。しかし現在の傾向として，経営者が生産性向上の一環として従業員を
より働かせるためには職場における管理を能率化し，合理化するだけではだめで，さらに勤労意欲
表C年次有給休暇
総　　数
5，000人
　　以上
1，000人
　以上
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　以上
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12～
13日
93　65
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???2?」????????
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8
15～
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5
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3
2
10年　勤　続
14日
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?
1
1
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68
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17日20日
207
42
45
26
5　293　56
　277　389
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73
90
41
49
23
21日
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4
2
2
合計に満たない数は定めなし。
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を増進させるためには従業員の生活全体る把握することが必要であることに気づいた。その一番最
初にとりくんだのが娯楽施設の拡充である。
　とくに最近のように技術革新の発達にともない，労働が単純化し，単一作業のくり返しというよ
うな作業が労働者にとって仕事に対する全体的なイメージがなかなかつかみにくくなることもから
んで肉体的にも心理的にも苦痛がふえ労働意欲の減退さえ生じてくる結果となる。このようなこと
から経営者は社内社外とを問わず生産向上のための人事管理を行なう傾向が多くなりつつある。最
近各会社で総合グラウンドをつくったり，山の家や海の家の建設とレクリェnションによる休養親
睦を図っている。このような施設が常にスポーツと結びついたことが多分に休日利用に影響したこ
とは見逃せない事実である。
　四季のシーズン・スポーツ，春秋の登山ハイキング，夏の水泳・登山，冬のスキー・スケート等
そのシー一ズンに即した旅行を加えたレクリエーシ・がそれぞれ各自の条件に即して休日休暇を有効
に利用されている。
　休日または休暇はどのようにして過ごしているか年令別により行なわれているレクリエーシ・ン
種目から検討してみる。（表G）
　はじめに休日のレクリエーションは，どのようなものが行なわれているか，年令別レクリエーシ
ョン種目表によると，水泳，ハイキング，釣などがあげられる。20才代においては水泳，野球，
ハイキング，ゴルフ，ドライブの順に行なわれていると思われる。30才代においては，ハイキン
グ，水泳，野球と両年代ともスポーッの運動量において，あまりの開きがないが，40才代になる
と，釣，ゴルフ，ハイキング，50才代においては，釣，　ドライブ，ゴルフと，自己の体力によ
り，コントロールできるものが行なわれている。
　その他，園芸，映画，囲碁等が行なわれているのも高年令においてみられるところである。
　生活時間
　生活時間それは我々が日常生活において，いかに有効に過ごし，そして明日の労働に最良のコン
ディションで仕事につくことができるのはすべて毎日の生活が順調に進むことによって行なわれる
わけである。
　一日の生活を大別すると，まず労働である。労基法による一日8時間，一週48時間労働で一日
の1／3が各職場において仕事に従事しているわけである。しかし仕事のなかには必ずしも8時間
で止まることができず交替制，パー一トタイム制等の方法で多少の超過労働も行なわれている職場も
みうけられる。次いで休養第一の睡眠である。睡眠も7～8時間と1／3にあたる時間をつかって
いる。のこり1／3の8時間が家事，身辺整理趣味，教養，娯楽となっている。
　表により年令別，業種別の生活時間を比較すると，それぞれの生活においていろいろの型がでて
くる。平日の生活時間休日の生活時間とに分けて検討することにする。
　年令を20才30才40才50才代と4つに分け，業種を鉱業，建設業，公務等8つに分類した。
　年令における平日の生活で睡眠においては，50才代を除いては各層共8時間をとっている50才
代において起床がわずかながら早くなっているのが目につくところである。
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平日における生活時間（表E）
　　　　　　　　　表E　平日　生活時間
20才
30才
40才
50才
鉱　　業
建設業
．製造業
卸小売
公務自由
サービス
事務職
労働職
0　　　2　　　4　　　6
一1『一一「一’
L－⊥＿一＿　　　　　　　　　．」
8　 10　12　2　 4．　6　8　 10　12
睡眠　　　一・・一一一労働　　一・一一一・一一自由時間　　其の他食事、家事、交際
　労働時間は2～30才代は規定された出退時間により行動されているが，40才50才代になると
労働時間が少しつれていることが目につくこれはこの年令層が公私共に責任のある地位におる関係
ではないかと推察される。表においては細かくあらわすことができないが，労働においては，内外
と労働の範囲が二分され，必ずしも一定の場所における労働のみではないことがはっきりしてい
る。
　次は無印の時間は家事，交際，食事等の時間であるが，午前は起床から出勤までの時間で，問題
とされるものはない。午後の時間は30才代ににおいて他に比較して約1時間多くもっている。自
由時間この時間は休養趣味娯楽といわゆるレクリエーシヨンに使用される時間である。昼休みは食
事後のぶらぶらが大半を示しているが夜の帰宅後の時間は各個人により，それぞれ趣味娯楽とわか
れている。
　現在のようにラジオ，テレビと視聴覚によるレクリエーションが各家庭に持込まれ家庭内におい
ての娯楽が王様iをしめている。
　次は各種企業別により比較するとその職種により，それぞれの特殊性があらわれている。
表により睡眠においても比較的労働力を必要とする鉱業においては他に比較して多くとられまた
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反対に接客業の卸小売業サービス業においては時間のつれとその内容において少なくなっている。
労働時間においてはこのことが判然としている。鉱業および接客業においてはその時間がまとまっ
ての休養の時間がとれず表においては9時間以上の労働となっている。しかし休憩時間は交替制に
より実施されているわけである。その他の業種では休憩の時間労働時間がはっきりと区別されてい
る。
　その他の時間は年令別のそれと同じように，その職種による時間に平行してそれ相当の時間がと
られている。
　自由時間においては，その内容が職種により大いに特色をあらわしている。この自由時間の内容
もラジオ，テレビを筆頭に趣味休養の順になっている。
　日曜日における時問，サラリーマンは日曜日は休日である。しかしその休日を仕事にあてている
接客業の卸小売業サービス業は労働日とされている。この業種においては平日の時間よりむしろ多
くの労働力を必要としているようtc思われる（表F）
　その他の業種においても10～20％の休日出勤による労働が行なわれていることである。原因そ
の他については調査することができなかったがこの結果において休日休暇の項においてちょっとふ
l　　　　l　　　　l
　20才
@30才
@40才
@50才
z　　業
嚼ﾝ業
ｻ造業
卸小売
?ｱ自由
Tービス
末ｱ職
J働職
l　　　l　　　l
　　　　　　　　　表F
O　　　2　　　4　　　6　　　8
　　　　　　　　　　1
0 2　　4
　　睡眠
日曜日　生活時間
　10　　12　　2　　4　　6
　1　　　1　　　！　　　l　　　l
トー一一一一一一一一一軸一一一＿→
　トー一一一一一一一一一吻一n－－1
ト嶋一一一鴨一一一一一一一一一一一一→
　　【　　　l　　　l　　　l　　　l　　　l681012246
－一一一一・一 J働　　一一一・一一一伺自由時間
　　　　　一56一
??101??
剛鴨陶一一一ト
昏陶＿一襯r
1　　　　1
8　　10　　12
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れたが振替えによる代休が毎週一日の休日において実施されていることがわかる。しかし全般的に
日曜日の代休は午前9時から午後4時までが一般に行なわれている日曜休日の利用でこの時間の利
用は外出によるレクリエーシ・ンが主で，夜の自由時間は平日のそれよりむしろ早目に終る傾向が
あらわれている。
　この表は昭和35年から昭和36年にかけての統計で，その後の二年間における生活の変化はい
ちぢるしいものがあるので，自由時間の利用法は大分変化している。
　しかし毎日の生活すなわち一日の生活時間が労働休養とバランスを上手にするのが，豊かな生活
をするための最良の方法であろう。
　休日休暇・生活時間の自由時間
　生活を楽しくするため，そして明日への労働力推進としてレクリエーションまたはレジャーとし
て活発に行なわれるようになった。
　積極的休息としてのレクリエーシ。ン，肉体的にも精神的にも，その効果があることは実証され
ているQ
　レクリエーション種目については休日の項において述べた。再度種目について検討する。表Gに
よると，旅行が圧倒的に他の種目を上回っている。ついでハイキング，水泳，野球その他となって
いる。青年層においては水泳野球のスポーツが休日を利用して行なわれている。その他シーズン・
表G　年令別レクリエーシヨン種目
論一縫一・・ま｛・・才・・才・・才1・＋
旅　　　行　 　　　67
登
?
ハイキング
水 泳
海　水　浴
、1
　ス　キ　ー
スケート
ゴ　ル　　フ
41
50
60
8
46
7
15
釣 6
ドライブ　　　15
野
?
テ　ニ　ス
卓 球
ボーリング
麻 雀
?
碁
56
9
5
4
8
0
76
22
26
25
12
22
5
16
19
16
24
3
6
1
11
1
44
0
12
5
1
0
0
14
19
3
6
0
0
0
5
5
39　　236
0
4
2
0
0
0
7
12
8
2
2
0
0
2
2
63
92
92
31
68
12
52
56
42
88
14
11
5
25
8
「証堕i・・才・・才1・・才1・・才1計
1将 棋
映 画
?
芸
散 歩
3
7
0
パチ・・1
???」
1
7
1
1
1
ダ・・1・「・
ヨ　ッ　ト
レフト
バ　　ド　ミ
ン　ト　ン
3
2
2
1
1
1
2
5
6
0
1
4
2
0
・1・
・1・
　1
7
23
9
2
6
5
0 ・1・
0 0
0 0
3
3
　　その他の種目
20才　バ　　レ　ー
　　　読　　　　書
30才ハンドボール
　　　剣　　　　道
　　　柔　　　　道
　　　ト　ラ　ン　プ
　　　サ　ッ　カ　ー
　　　ビリヤード
　　　サイクリング
　　　寄　　　　席
?????
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表H　レクリエーション種目別順位
年令順位p・1・ 3 4 5 6 7 8 9 10
総　計 旅　行
ハイ
Lング
?@　泳
野　球 スキー 登　山 釣 ゴルフ ドライブ 海水浴
l　　　　　　　　　I l　　　　　　　　I 1　　　　　　　　1 I　　　　　　　i
20才代 旅行永泳野球ハｨグ・キー 　　　ゴル「フ登　山　　　ドライブ
　　　麻雀テニス
　　　海水浴
30才代 旅行ハ?Bグ水 　　　　　登　山泳　野球　　　　　スキー
　　ゴルフ釣
　　ドライブ
海水浴
40才代 旅行釣ゴ・レフハｨグ
???? ??????
50才代旅行　釣 ドライブ
　　　ハイ
ゴルフ　　キング
　　　映　　画
??????????
スポーツの登山，スキーが相当数あることは旅行と関係があるが年々増加の傾向にある。各年令層
に平均して行なわれている麻雀の室内ゲーム，またここ二，三年にゴルフ，ドライブ，釣などの種
目がふえているのは，他の関係とあわせて当然と思われる。
　レクリェーションを行なう場所
　（表1）によると，第一位が自宅ついで勤務地公共施設（有料）商業施設の順になっている。自
宅および勤務地内におけるレクリェーションは，後期の相手の項にもあるように，家庭および同僚
と行なわれ家庭内におけるラジオ，テレビの視聴覚レクリェーシ・ンが最高となっている。
　年令別においては20～30才代は公共施設・商業施設の利用率が高く4～50才代においても比
較的高い率を示している。
　各業種別は表により参考されたい。
表1　レクリエーションを行なう場所
＼
場所
＼．一場所
年令別
業種別
勤務地内
公共施設　（有料）
公共施設　（無料）
学 校
商業施設
? ?
そ　の　他
?
???
???? ?20才30才40才50才
20才代　30才代 40才代　50才代
333｝・57i96・・147
327図95図55
・621　7652国19
・・132い3レ【・
・・4P・・169［21138
416　106　116　101　　93
21193奄R7国・・
・7297・3｝4782423・6
???????????????????????????????
76p　2461　・・｝22｝・32
531…国221　・・3
・・P・・138四・・
・・P・・1・【・・1　・6
2sl　・4sl・・167・
58231・37Sl　・・
281　1・776962
931 2384｝86）・・9
・i・41　・・1・1・2
8国65国・
・111（　32196
・i・｛
20　12
・1・［・
471・・い
・・16P・・；・・1・
・7｝・国271・
・4P・2同29・9
・｛・1　・1　・7
・d・1・い
・・11・｛1・1sl・・
44奄S91　263628
22 ・5165」1・｝16「・1・・！22
1・8］881・・684］531・5i7S］　761　642［88
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　施設とともに相手もきりはなせない問題である。第1位が友人とこれは当然であるが，2位に家
族となっている。このことは休日，休暇を利用していることであって，仕事のある日は1日の3割
以下の時間しか自家営業をのぞいて一緒にいる時間がない。このようななかにあって家族とのレク
リエーションが行なわれているわけである。
　年令別による比較は20才代の友人から30才代の友人家族と年令が多くなるにつれて家族との
数が多くなっている。これは20才代の家庭内の地位と30～40才の地位の差があらわれているの
であって当然の結果と思われる。
　以上のように施設と相手により種目が決まり実施されるが，それに経済的原因もきりはなして考
えるわけにはいかない。
　レクリエーションのための費用
　レクリエーションにどれだけの費用をつかっているか。5万円以上が約25％の数字を示してい
　　　　　　　　　　　　　　　表レクリエーションの相手
相誉 総 計 20才代 30才代　40才代50才代???????????????????????????????50??40??30??20????
一　人　で 2467・65j65・・
友　人　と
家　族　と
クラブ員
そ　の　他
計
636P・・81　・7869［81
383771・4・｝887・
194　　88　　53　　20　　33
8225【…819
1541568464126・249
・・m15・5385・
88432116129236
65222p96）1・i53
33　110　　51　　12　　59
2233【27711・
25・9481　343・・1・・8
・2堰E144131・6i・・11811・1・・｝・・
4329・21圏8・・i24223821
・4［・・18938・83238・6481・
・7・・3674・i13レ・2・4
・ i・・167561571・
947・3・192奄T3・・8i・・1…3・158
表レクリエーションのための費用
5，000以下
5，000
6，000
10，　oeo
20，000
13。，0・・
140，000
　　　　　20才代140才代40才代　50才代???????????????????????????????50??40??30??20?????
49
45
??
185
143
121
??2G
??
29
?????
74P32
11
47
40
42
1・・・…以上1・・9
?
???
18
88162
　11　　377243891
5
7
8
34
21
14
11
7
30
14
18 ???
13　25
5
9
28
27
11
12
6
0
11
35
24
9
19　　2　17
1104015
　　　185341g
・・17426 ???
56
13 11　45
49
41
147
281・21
124139
136
530
81 ????
?????」??
310
5⊥三
1・1・
13v
1°Q9
8．＿9
3
・217
　1222140265
4
80　40
・1・
8　　3
1
2
・1・1・
7・1・…
241　73
28 5 4
15　　0　　5
　＿1＿
3
4
4
13
・6i・1・
・・173
2
10
6　12
5　　9
4　　4
1　　3　　3
1・巨31
41
154
・1・
ol　5
0　　5
17523・351・
491336252264・
???
4
6
17
47
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るように，月平均4千円強の金額をつかっている。しかしこれは種目項において，旅行が第1位を
示していたようにある時期にまとめて使用傾向があり，必ずしも月4千円の費用をつかっているわ
けではない。
　5万円以上を例にとってみても20才代のパーセンテージと年令がふえるにつれて，パーセンテ
ージは，だんだん少なくなっている，これは20才代の一人に対し家族と共になる傾向によってそ
の費用が分担されているようである。ついで多いのが1万円代で，これは月平均1千円程度で，月
4回の休日を利用しての費用と考えると決して十分な費用とは考えられない。しかし，これは収入
と比較しなければならないことで費用の多少は簡単に決定することはできない。
　レクリエーシ。ンは我々が生活していく上に欠かすことのできない生活の一でつあり，いかにし
て各々の関係をうまく結びつけるかが，おおいに検討されなければならない。
　休日休暇そして毎日の自由時問，毎日毎日単調な生活を休日をもって気分転換し，また休暇の計
画と発展してこそ楽しい毎日の生活が送れるのではないだろうか。
　各々の業種によりそれぞれ異なった生活をいとなむことがあるが帰一するところは決して異なっ
てはいない。
　自由時間（休日休暇）レクリエーション種目そして相手場所経済と，このすべてをうまく歯車の
ようにかみあわせて回転させることがよりよい生活の基盤となるのではないだろうか。
　レクリエーションとして行なうときでも度が過ぎては悪の影響こそあれ，よい結果は得られな
い，よくうさばらしなどといわれるが，うさばらしも仕方ないが，常に楽しくすべてを忘れてその
ことec．一一・時期を熱中したいものである。
参　考　文　献
国氏生活時間調査
労働時間・休日
　休暇規定の実際
生活時間白書
スポーツの社会学
日本放送出版協会
労務行政研究所
労働省婦人少年局
生活科学調査会
（鈴木　文夫）
After　World　War皿the　Japanese　people　has　acquired　their　own　freedom　and　equality　by
the　demQcratir　policy．　Therefore，　all　people　has　taken　great　care　of　their　own　life　and　to
tend　to　enloy　their　own　daily　lives．　However，　in　spite　of　such　social　background，　most　of
people　has　been　last　their　human　nature　at　the　present　time　because　as　a　result　of　what
the　system　of　the　industry　has　made　de▽eloped，　most　of　the　mechanism　of　the　productions
has　operated　automatically　by　developing　of　the　science　and　also　the　occupations　of　people
has　been　specializing．　But　the　another　hand，　by　means　of　which　the　situations　of　working
men　has　lawfully　developed　under　the　constitutional　law　and　the　labor　law，　their　Ieisure
has　gradually　increased。　Recreation　is　interpreted　in　many　way．　This　is　because　what　recre．
atiQn　is　depends　upon　what　is　Qf　interests　to　the　individual　and　what　he　consider　to　be
pleasurable　activity　in　his　leisure．　These　interests　vary　considerably　among　people；therefore
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expresses　itself　in　different　forms．　So，　for　three　years（from　1961　to　1963）we　have　tried　to
bbserved　how　Inany　kinds　of　people　use　their　own　leisure　at　the　present　time　in　order　to
皿derstand　the　outline　of　recreation．　As　a　result　of　these　observation，　we　would　like　to
publish　the　reportl　about　recreation　according　to　our　responsibility　the　following；
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